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「常盤橋内紙幣寮之圖」
小林清親 画　福田熊治良
明治 13（1880）1 枚　23.2×34.6cm

（『清親畫帖』所収）
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2543380/42
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商業に於てハ決して
政府の威権を假

か

るへきものにあらす
大 森  健 吾

国立国会図書館の蔵書から

　

財
務
省
が
日
本
銀
行
券
（
紙
幣
）
の
新
た
な

図
柄
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
新
元
号
「
令
和
」

公
表
の
余
韻
が
残
る
、
平
成
31（
２
０
１
９
）年
４

月
９
日
の
こ
と
で
し
た
。
令
和
６（
２
０
２
４
）年

か
ら
発
行
さ
れ
る
新
た
な
千
円
券
、
五
千
円
券
、

一
万
円
券
の
肖
像
は
、
そ
れ
ぞ
れ
北
里
柴
三
郎
、

津
田
梅
子
、
渋
沢
栄
一
（
ち
な
み
に
裏
面
は
、
北

斎
の
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」、
フ
ジ
（
藤
）、
東
京
駅

（
丸
の
内
駅
舎
））
と
な
り
ま
し
た（

１
）。

　

さ
て
、
紙
幣
に
肖
像
が
描
か
れ
る
大
き
な
理
由

は
、
人
間
の
顔
認
識
能
力
を
利
用
し
た
偽
造
防
止

に
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
人
物
選
定
の

一
般
的
な
要
件
と
し
て
は
、
①
精
密
な
肖
像
写
真

が
入
手
で
き
る
こ
と
、
②
紙
幣
に
ふ
さ
わ
し
い
品

格
の
あ
る
容
貌
で
あ
る
こ
と
、
③
国
民
各
層
に
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す（

２
）。

ち
な
み
に
、
昭
和
38（
１
９
６
３
）年
に
発
行
さ
れ

た
「
Ｃ
千
円
券（

３
）」
で
は
、
最
終
的
に
採
用
さ
れ
た

伊
藤
博
文
と
並
び
、
渋
沢
栄
一
が
検
討
過
程
で
最

後
ま
で
候
補
に
残
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
決
め

手
と
な
っ
た
の
は
、
伊
藤
が
豊
か
な
髭
を
た
く
わ

え
て
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
当
時
の
技
術
で
は
偽
造

が
難
し
か
っ
た
細
画
線
を
多
用
す
る
容
貌
で
あ
っ

た
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す（

４
）。

　

紙
幣
肖
像
に
は
、
そ
の
国
を
代
表
す
る
人
物
の

事
績
を
再
認
識
さ
せ
る
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
、
世
界
的
に
は
、
政
治
家
や
革
命
家
、

今 月 の 一 冊

渋沢栄一肖像。
公表された新一万円券のイメージに近い構
図。紙幣肖像は複数の写真から、本人の表情
を立体的にとらえて作成される。

『青淵先生六十年史　一名・近世実業発達史　
第1巻』竜門社 編　竜門社　明 33.2
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/781537/6

立会略則
渋沢栄一 述　大蔵省　1871.9　34丁 ; 23cm
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/994928（モノクロ画像）

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/781537/6
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/994928
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君
主
、
芸
術
家
や
教
育
者
と
い
っ
た
文
化
人
な
ど

が
選
定
さ
れ
る
例
が
多
い
よ
う
で
す
。
我
が
国
で

も
、昭
和
59（
１
９
８
４
）年
発
行
の「
Ｄ
券
」以
降
、

文
化
人
の
肖
像
が
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

改
刷
で
一
万
円
券
の
顔
に
選
ば
れ
た
実
業
家
・
渋

沢
栄
一
は
、
紙
幣
肖
像
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か
珍

し
い
部
類
に
入
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な

お
、
財
務
省
広
報
誌
『
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
』
は
、
選

定
理
由
に
つ
い
て
、「
渋
沢
栄
一
氏
は
、
東
京
証

券
取
引
所
や
東
京
商
工
会
議
所
な
ど
生
涯
に
渡
り

５
０
０
社
に
も
上
る
新
会
社
を
興
す
手
助
け
を
し
、

産
業
の
創
出
に
貢
献
し
て
い
る
。
現
在
の
国
の
成

長
戦
略
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の

創
出
に
合
致
し
た
内
容
だ
」
と
述
べ
て
い
ま
す（

５
）。

　

日
本
銀
行
券
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
日
本
銀
行

が
発
行
す
る
通
貨
で
す
が（

６
）、
渋
沢
は
日
本
銀
行
の

創
立
に
際
し
て
、
株
主
と
な
る
な
ど
浅
か
ら
ぬ
縁

が
あ
り
ま
す（

７
）。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
中
央
銀
行
制
度

を
含
め
た
我
が
国
の
銀
行
制
度
を
構
想
し
た
1
人

が
、
渋
沢
で
あ
っ
た
と
さ
え
言
え
ま
す（

８
）。
そ
の

渋
沢
で
す
が
、
大
正
２（
１
９
１
３
）年
２
月
24
日
、

高
橋
是
清
大
蔵
大
臣
か
ら
日
本
銀
行
総
裁
就
任
を

懇
請
さ
れ
た
際
に
は
、「
宿
志
不
可
動
」
と
固
辞

し
て
い
ま
す（

９
）。
当
時
、
我
が
国
は
輸
入
超
過
に
よ

る
正
貨
（
金
準
備
）
の
流
出
に
苦
し
み
、
同
月
20

日
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
第
１
次
山
本
権
兵
衛
内

閣
は
、
難
局
打
開
の
た
め
渋
沢
に
白
羽
の
矢
を
立

渋沢栄一（1840～1931）
近代日本の指導的大実業家。現在の埼玉県深谷市の豪農の家に
生まれ、当初は在野の攘夷派として活動するが、その後一橋家
に仕官、さらには幕臣となった。慶応3（1867）年から約2年間に
わたり、将軍徳川慶喜の弟昭武のパリ万国博覧会列席に随行し、
近代的な技術・制度を実地に学ぶ。帰国後は、民部省、次いで
大蔵省に出仕し、租税・金融・財政制度の確立に従事した。明
治6（1873）年に大蔵省を退官した後は、第一国立銀行を設立し
て頭取を務めるとともに、抄紙会社（王子製紙会社）、大阪紡績
会社、東京海上保険会社、日本郵船会社、東京株式取引所等多
くの会社の設立に関与した。また、東京市養育院を設立して半
世紀にわたり院長を務め、米国で排日世論が高まると関係改善
に努めるなど、公益活動にも熱心であったことが知られている。

晩年のものとみられる肖像。
『近世名士写真　其2』近世名

士写真頒布会　昭10
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/3514947/71

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3514947/71
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3514947/71
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て
た
よ
う
で
す
。「
宿
志
不
可
動
」
と
は
、「
か
ね

て
か
ら
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て
」
ほ
ど
の
意
味
で

し
ょ
う
か
。
渋
沢
の
思
い
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
り
そ
う
な
の
が
、

大
蔵
省
時
代
の
渋
沢
が
明
治
４（
１
８
７
１
）年
頃

に
執
筆
し
た
と
み
ら
れ
る『
立

り
ゅ
う
か
い会
略り
ゃ
く
そ
く
則
』で
す
。「
立

会
」
と
は
、「
会
社
設
立
」
の
意
味
で
あ
り
、
慶

応
３（
１
８
６
７
）年
か
ら
約
２
年
に
わ
た
り
、
幕

府
使
節
団
の
会
計
係
と
し
て
徳
川
昭
武
に
随
行
し

て
欧
州
（
主
に
フ
ラ
ン
ス
）
に
滞
在
し
た
渋
沢
が
、

現
地
で
見
聞
し
た
「
合
本
組
織
」、す
な
わ
ち
、政

府
の
干
渉
を
受
け
ず
、
私
権
に
基
づ
き
資
本
を
拠

出
し
合
っ
て
設
立
す
る
会
社
（
株
式
会
社
）
の
実

現
方
法
を
説
い
た
も
の
で
す
。明
治
４（
１
８
７
１
）

年
９
月
に
は
、
福
地
源
一
郎
が
西
洋
の
経
済
書
か

ら
抄
訳
し
た
『
会
社
弁
』
と
合
わ
せ
て
、
大
蔵
省

官
版
と
し
て
刊
行
・
頒
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

本文4頁で引用した『立会略則』冒頭部分の記述（傍線部）。

日銀総裁ポストの行方は?
ちなみに、渋沢が辞退した日本銀行総裁に就
任したのは、横浜正金銀行頭取であった三島
弥太郎（NHK大河ドラマ「いだてん～東京
オリムピック噺～」でおなじみの短距離走者・
三島弥彦の兄）でした。実は、山本総理は同
郷の三島に大蔵大臣を打診したものの、貴族
院の会派・研究会の領袖であった三島は入閣
を潔しとせず、日本銀行総裁であった高橋が
入閣、三島がその後任に回ったという事情も
あったようです。なお、三島総裁下では、第
1次世界大戦の勃発により輸出が急伸し、正
貨流出問題は終息しました。三島は、大戦終
結後の恐慌を見ることなく、大正8（1919）年
に在職のまま急死しますが、景気の黄金時代
に際会した幸福な総裁であったと評されてい
ます10。
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当
時
の
我
が
国
で
は
、
商
業
の
地
位
は
低
く
、

官
尊
民
卑
の
根
強
い
風
潮
が
企
業
家
に
よ
る
創
意

工
夫
を
妨
げ
て
い
ま
し
た
。
新
政
府
は
、
半
官
半

民
の
通
商
会
社
・
為
替
会
社
を
設
立
さ
せ
、
産
業

振
興
を
図
り
ま
し
た
が
、
軌
道
に
乗
ら
ず
失
敗
に

終
わ
っ
て
い
ま
す
。『
会
社
弁
』・『
立
会
略
則
』

の
刊
行
は
、
こ
う
し
た
背
景
の
下
で
、
民
間
主
導

に
よ
る
近
代
的
な
資
本
主
義
の
確
立
を
促
す
た
め

の
施
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す

（
１
１
）。

　
『
立
会
略
則
』は
、「
通
商
会
社
」と「
為
替
会
社
」

の
２
部
立
て
と
な
っ
て
お
り
、
前
者
は
株
式
会
社

の
設
立
及
び
運
営
の
仕
組
み
を
、
後
者
は
為
替（

１
２
）・

貸
付
・
預
金
と
い
う
銀
行
業
務
の
仕
組
み
を
、
そ

れ
ぞ
れ
解
説
し
て
い
ま
す
。
渋
沢
自
身
は
、後
年
、

「
今
か
ら
考
へ
る
と
成
る
程
幼
稚
極
ま
る
も
の
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
他
に
適
切
な
文
献
が
な
か
っ

た
当
時
に
お
い
て
は
、
画
期
的
な
手
引
と
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う

（
１
３
）。

　

前
述
の
と
お
り
渋
沢
は
、
幕
末
に
フ
ラ
ン
ス
へ

渡
航
し
て
い
ま
す
が
、
現
地
で
案
内
役
を
務
め

た
銀
行
家
・
フ
ロ
リ
ヘ
ラ
ル
ド
（Paul Fleury-

H
érard

）
か
ら
、
銀
行
や
株
式
会
社
の
仕
組
み
な

ど
資
本
主
義
全
般
の
知
識
を
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
と
り
わ
け
、
民
間
人
た
る
フ
ロ
リ
ヘ
ラ
ル

ド
が
、
政
府
の
役
人
や
軍
人
と
対
等
に
接
す
る
様

子
に
は
感
銘
を
受
け
た
よ
う
で
、
後
年
に
な
っ
て

自
ら
官
を
辞
し
て
実
業
に
投
じ
た
真
意
も
、
官
尊

民
卑
の
弊
を
正
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い

ま
す

（
１
４
）。『
立
会
略
則
』
の
冒
頭
部
分
に
は
、「
お
の

お
の
思
慮
勘
考
す
る
の
私
権
に
よ
り
、
物
と
事
と

を
商
量
し
て
相
交
り
相
通
す
る
の
道
を
生
す
、
故

に
通
商
の
道
は
政
府
の
威
権
を
も
っ
て
推
し
付

け
、又
は
法
制
を
以
て
縛
る
へ
か
ら
す
」
と
あ
り
、

渋
沢
の
志
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
「
日
本
資
本
主
義
の
父
」
と
も
称
さ
れ
る
渋
沢

栄
一
は
、
実
業
界
に
あ
り
な
が
ら
「
道
徳
経
済
合

一
説
（
論
語
算
盤
説
）」
を
唱
え
て
私
利
の
追
求

に
は
し
ら
ず
、
東
京
市
養
育
院
等
の
社
会
事
業
や

海
外
親
善
を
通
じ
た
公
益
活
動
に
も
熱
心
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
明
治
６

（
１
８
７
３
）年
に
大
蔵
省
を
去
っ
た
後
は
、
公
職

を
受
け
ず
、
一
民
間
経
済
人
の
立
場
か
ら
、
産
業

の
発
展
を
通
じ
て
貢
献
す
る
こ
と
に
強
い
信
念
を

も
っ
て
い
た
の
で
す
。

渋沢による『立会略則』の序。『会社弁』と共に刊行されることとなった経緯等を記す。
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1 財務省「新しい日本銀行券及び五百円貨幣を発行します」2019.4.9. < https://www.mof.go.jp/currency/bill/20190409.html>
2 「（特集）新しい紙幣・硬貨発行の意義と最新技術―2004 年以来約20年ぶりの刷新へ―」『ファイナンス』55巻3号, 2019.6, pp.2-13.
3 日本銀行券は、発行時期によって記号（戦後はアルファベット）で分類されている。
4 植村峻『紙幣肖像の近現代史』吉川弘文館, 2015, pp.224-228.
5 前掲注2
6  銀行券は、独立行政法人国立印刷局が製造した後、日本銀行が製造費用を支払って引き取り、金融機関が日本銀行当座預金を引き出す際に、日本銀行の窓口か

ら銀行券を受け取る時点で発行される。
7 『日本銀行百年史　第1巻』日本銀行, 1982, pp.217-235.
8  明治維新に際して著しい財政難に陥った新政府は、太政官札という政府紙幣を発行するが、これは不換紙幣であり、政府の信用も十分でなかったことから、貨幣

価値の下落に見舞われた。明治初年の大蔵省では、不換紙幣の整理が課題となり、米国式の分散型発券銀行制度を主張した伊藤博文と、英国式の中央銀行制
度の導入を主張した吉田清成との間で、いわゆる銀行論争が闘わされる。当時の大蔵省で紙幣頭等を務めていた渋沢は、大蔵大輔の井上馨を助けて前者の説を採
り、国立銀行制度が導入される。なお、後者の説は、後に日本銀行の創立に結実する（竜門社編『渋沢栄一伝記資料　第5巻』渋沢栄一伝記資料刊行会, 1955, 
pp.192-221.）。

9 竜門社編『渋沢栄一伝記資料　第50巻』渋沢栄一伝記資料刊行会, 1963, pp.289-291.
10 吉野俊彦（鈴木淑夫補論）『歴代日本銀行総裁論―日本金融政策史の研究―』講談社 , 2014, pp.141-159.
11 長幸男「日本企業理念の原点―『立会略則』をめぐって―」『法学セミナー増刊総合特集シリーズ』14号, 1980.12, pp.40-48.
12 為替取引とは、隔地者間で直接金銭を輸送せずに資金を移動すること（送金）を指し、我が国の銀行法は、預金・貸付と合わせて銀行の固有業務と規定している。
13 岡田純夫編『渋沢翁は語る―其生立ち―』1932, pp.305-322.
14 白石喜太郎『渋沢栄一翁』刀江書院 , 1933, pp.74-79.

欧州滞在時の渋沢の日記が、
いくつか知られている。その
うち『航西日記』は、渋沢日
記と杉浦譲の備忘録を基に編
集され、帰国後に公刊されて
いる。パリ到着時（慶応 3 年3
月7日）の記述には、「フロリ
ヘラルト先導にて巴里都中央
のカプシンヌ街なるガランドホ
テルに投宿せり」とある。な
お、宿代は相当高かったらし
く、会計係の渋沢は借家の手
配に奔走することとなる。

『航西日記　巻之１』渋沢栄一
（青淵）、杉浦靄人 著　耐寒

同社　明 4
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/761061/2

美肌のせい?
「僕はツイ何年か前迄は、よく澁澤の裸を見たものだが、
その身體と云つたら、實に美事なものだ。僕は全盛時
代の常陸山と比較して、何等遜色ないと思つた。唯、
常陸山の皮膚は赤銅色だが、澁澤のは櫻色だ。白い肌
に紅味がさして、燃える様に美しく、男でも見とれる
位ひであつた。迚も八十歳の人とは思はれない。醫者
が澁澤は普通人より二十年若いと云つてるさうだが、
本當に若々しい。」（「僕の感心した人物　澁澤榮一さん

（諸井恒平氏談）」『ダイヤモンド』18巻29号, 1930.10.1, 
p.28.）

「E五千円券」に樋口一葉が採用された際には、容貌に
凹凸がなく陰影が少ないことが紙幣肖像向きでないと
指摘されましたが、昭和38（1963）年発行の「C千円券」
に渋沢が落選した理由は、髭がないことのほか、その
あたりの事情もあったのかもしれません。

東京・大手町の一角に立つ渋沢の銅像。背後には、日本橋川をはさんで日本
銀行本店がそびえる、日本資本主義を象徴するロケーション。

『立会略則』と同時に刊行・頒
布された『会社弁』には、渋沢
が序を寄せている。

『会社 弁』福地 桜痴 ( 源一郎 ) 
訳　大蔵省　明 4.6序
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/800281/1（モノクロ画像）

https://www.mof.go.jp/currency/bill/20190409.html
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/761061/2
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/761061/2
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/800281/1
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/800281/1
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憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料
か
ら

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
幕
末
・
維
新
期
か
ら
現
代
ま
で
の
政
治

家
、
官
僚
、
軍
人
ら
の
所
有
し
て
い
た
個
人
文
書
（
憲
政
資
料
約

四
一
万
点
）
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
東
京
本
館
憲
政
資

料
室
で
新
規
に
公
開
し
た
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

憲
政
資
料
は
主
に
ご
子
孫
な
ど
か
ら
の
寄
贈
に
よ
っ
て
収
集
し

た
資
料
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
整
理
や
目
録
作
成
を
経
て
一
般

に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
事
に
よ
り
、
政
治
史
を
は
じ
め

様
々
な
分
野
の
調
査
・
研
究
を
支
え
る
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

魅
力
の
一
端
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料
か
ら

憲政資料室のご案内（東京本館　本館4階）

　幕末・維新期から現代にいたる政治家・官僚・軍人
などが所蔵していた文書類を集めた「憲政資料」、第
二次世界大戦終了後の連合国による日本占領に関する
米国の公文書を中心に集めた「日本占領関係資料」、
主に北米・南米への日本人移民に関する資料を集めた
「日系移民関係資料」を扱っています。
　憲政資料室の利用方法、今回紹介する資料を含む所
蔵資料の概要については、リサーチ・ナビ「憲政資料
室の所蔵資料」（https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/）をご覧
ください。

憲政資料室

杉す
ぎ

孫ま
ご
し
ち
ろ
う

七
郎
関
係
文
書
（
寄
託
・
２
０
１
９
年
追
加
分
）

（
四
四
点
　
令
和
元
年
九
月
公
開
）

　

明
治
期
に
長
く
宮
内
官
僚
と
し
て
務
め

た
杉
孫
七
郎
の
文
書
で
す
。
当
館
で
は
昭

和
四
七
（
一
九
七
二
）
年
以
来
、
杉
孫
七

郎
関
係
文
書
の
寄
託
を
ご
子
孫
か
ら
受
け

て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
明
治
・
大
正

期
の
日
記
を
中
心
と
す
る
書
類
が
新
た
に

加
わ
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
目
を
引
く
の
が
、
英
照
皇
太
后

を
追
悼
す
る
文
書
の
数
々
で
す
。
英
照
皇

太
后
は
旧
名
を
九く

じ
ょ
う条
夙あ
さ
こ子
と
い
い
、
孝
明

天
皇
の
后
と
な
っ
た
人
物
で
す
。
杉
は
皇

太
后
宮
大
夫
の
職
で
傍
に
仕
え
て
お
り
、

皇
太
后
の
崩
御
（
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）

年
正
月
一
一
日
）
か
ら
葬
儀
の
運
び
に
つ

い
て
日
記
に
付
箋
付
き
で
記
し
て
い
ま

す
。
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
正
月

二
六
日
の
日
記
に
は
、「
御
柩
供
奉
被
仰

付　

は
て
し
な
き
な
み
た
の
露
を
は
ら
ひ

つ
　ゝ

か
た
る
も
か
な
し
す
き
し
み
よ
か

な
」（
写
真
１
）
と
あ
り
、
冷
静
な
記
述
に

差
し
挟
ま
れ
る
和
歌
に
深
い
哀
悼
の
意
が

表
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、日
記
と
は
別
に
、

女
官
た
ち
に
皇
太
后
の
遺
徳
を
語
っ
た
書

面
の
草
稿
も
遺
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

既
寄
託
分
の
資
料
が
幕
末
維
新
期
の
長
州

藩
士
と
い
う
杉
の
一
面
を
示
す
も
の
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
今
回
追
加
さ
れ
た
資
料

は
明
治
・
大
正
期
の
宮
中
に
仕
え
る
姿
を

伝
え
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/
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写真1　杉孫七郎の日記。明治30（1897）年1月26日の記述は、杉が英照皇太
后出棺への供奉を命じられた旨を伝える。
<杉孫七郎関係文書（寄託）1010>

写真2　青山御所英照皇太后御霊前に於テ女官へ読聞セタル書面草稿
<杉孫七郎関係文書（寄託）1040-1>

杉孫七郎（1835-1920）
天保6（1835）年、山口生まれ。幕末期は長
州藩の重職を担い、軍事面に手腕を発揮し
た。維新後、明治4（1871）年に宮内大丞に就
いて以降は主に宮内官僚として従事。明治15

（1882）年、特命全権公使としてハワイ皇帝戴
冠式に参列。その後、皇太后宮大夫などを歴
任。明治30（1897）年から枢密顧問官を務めた。
大正9（1920）年死去。
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佐さ
っ
さ々

友と
も
ふ
さ房
関
係
文
書
（
第
二
次
受
入
分
）

（
一一
四
点
　
令
和
元
年
六
月
公
開
）

　
「
従
来
我
邦
政
党
ノ
分
合
集
散
ス
ル
間

ニ
互
ニ
相
反
目
シ
悪
声
ヲ
放
チ
往
々
見
ル

ニ
忍
ビ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
」、
政
党
の
離
合

集
散
を
め
ぐ
る
当
事
者
の
言
葉
は
、
明
治

三
三（
一
九
〇
〇
）年
八
月
二
〇
日
の「
草

案
」
に
出
て
き
ま
す
。
こ
の
文
章
は
、
国

権
の
拡
張
を
主
張
し
て
い
た
政
治
家
で
あ

る
佐
々
友
房
を
中
心
に
、
前
年
七
月
に
結

成
し
た
帝
国
党
の
常
議
員
会
（
同
年
八
月

二
二
日
）の
た
め
に
記
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
頃
、
維
新
の
元
勲
伊
藤
博
文
は
、

新
党
結
成
を
進
め
て
お
り
、「
実
業
優
先
」、

「
国
権
拡
張
」
と
い
っ
た
政
策
目
標
が
近

い
帝
国
党
に
新
党
へ
の
合
流
、
参
加
を

誘
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
「
草
案
」
に
署

名
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
党
の
委
員
長
で

あ
る
佐
々
の
意
を
表
し
て
い
る
も
の
で
、

主
義
は
同
じ
で
も
独
立
性
を
保
ち
た
い
の

で
合
流
し
な
い
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
同

党
内
の
動
揺
を
抑
え
よ
う
と
し
て
い
る
状

況
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
資
料
で

す
。
こ
の
常
議
員
会
で
、合
流
を
否
決
し
、

伊
藤
博
文
に
こ
の
旨
を
伝
え
て
い
ま
す

（『
東
京
朝
日
新
聞
』
同
年
八
月
二
三
日
）。

し
か
し
、
帝
国
党
の
議
員
一
九
名
の
う
ち

五
名
が
離
反
し
て
伊
藤
を
総
裁
と
す
る
立

憲
政
友
会
（
同
年
九
月
結
成
）
に
加
わ
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
帝
国
党
は
党
勢
も
振

る
わ
ず
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
十
二

月
二
三
日
解
散
、
大
同
倶
楽
部
設
立
に
際

し
合
流
し
ま
し
た
。

写真3　草案　明治33（1900）年8月20日　<佐々友房関係文書1038-2>

佐々友房（1854-1906）
安政元（1854）年、熊本生まれ。明治10（1877）年西南戦争で
は西郷側に加わり負傷、懲役。明治14（1881）年に紫溟会を
結成して、国権主義をとなえ、明治23（1890）年に熊本国権
党副総理となり、同年衆議院議員に当選。政界では、自由
党・改進党に対抗して実業振興と国権拡張を第一に主張し、
政府与党の立場で尽力。国民協会、帝国党、大同倶楽部の
中心人物。明治39（1906）年死去。
肖像写真の出典：『克堂佐々先生遺稿』（（昭和11）の口絵
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佐さ
っ
さ々

弘ひ
ろ
お雄
関
係
文
書

（
一
二
九
二
点
　
令
和
元
年
六
月
公
開
）

　

佐
々
弘
雄
（
政
治
評
論
家
）
は
、
昭

和
三
（
一
九
二
八
）
年
の
九
大
事
件（

１
） 

で
九
州
帝
国
大
学
を
辞
職
、
の
ち
東
京

朝
日
新
聞
社
や
熊
本
日
日
新
聞
社
で
活

躍
し
た
人
物
で
す
。

　

同
文
書
に
は
手
帳
、日
記
を
は
じ
め
、

政
治
論
説
、
大
学
教
員
（
大
内
兵
衛
、

河
村
又
介
ら
）
か
ら
の
来
簡
な
ど
、
多

種
多
様
な
資
料
が
含
ま
れ
ま
す
が
、
こ

の
文
書
の
個
性
的
な
側
面
の
一
つ
は
、

〝
本
〟
を
め
ぐ
る
貴
重
な
や
り
取
り
が

垣
間
見
え
る
こ
と
で
す
。

　

佐
々
は
、
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
の
さ

な
か
に
あ
っ
た
独
・
仏
に
留
学
し
ま
し

た
。
佐
々
は
度
々
本
を
購
入
し
て
日
本

に
送
り
ま
す
。

　

佐
々
留
学
中
の
日
本
は
、
関
東
大
震

災
に
見
舞
わ
れ
、
同
文
書
に
は
、
義
父

（
妻
・
縫
子
の
父
）
で
あ
る
和
田
万
吉 

や
そ
の
家
族
と
の
や
り
取
り
も
含
ま
れ

ま
す
。和
田
は
、明
治
二
九（
一
八
九
六
）

年
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
を
経
て
翌
年

附
属
図
書
館
長
に
就
任
し
た
人
物
で
、

日
本
に
お
け
る
図
書
館
学
の
草
分
け
と

し
て
知
ら
れ
ま
す
。

　

関
東
大
震
災
に
よ
り
、
東
京
帝
国
大

学
附
属
図
書
館
の
蔵
書
は
焼
失
し
ま
し

た
。
佐
々
の
義
妹
（
和
田
君
）
か
ら
在

ベ
ル
リ
ン
の
弘
雄
宛
の
手
紙
（
大
正

一
二
（
一
九
二
三
）
年
一
一
月
）
に
は
、

本
郷
に
ほ
ど
近
い
文
京
区
西
片
町
に
い

た
万
吉
の
火
事
当
日
の
様
子
が
描
か
れ

ま
す
。「
東
の
方
に
上
っ
た
の
は
大
学

の
火
事
で（
中
略
）父
は
急
い
で
行
か
れ
」

「
夜
お
帰
り
に
な
っ
た
父
の
顔
を
見
ま

し
た
時
は
思
は
ず
泪
が
出
ま
し
た
」

「
三
十
年
の
間
一
身
を
捧
げ
て
盡
く
し
て

来
た
図
書
館
を
目
の
前
に
見
な
が
ら
焼

か
ね
ば
な
ら
な
い
の
を
ど
ん
な
に
残
念

に
思
っ
た
事
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
」と
悲
痛

さ
が
滲
む
手
紙
で
す
（
資
料
番
号
四
八

-

四
）。
和
田
は
そ
の
後
、
責
を
負
っ
て

同
大
を
辞
職
し
ま
し
た
。
他
方
、
大
正

一
三
（
一
九
二
四
）
年
、
和
田
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
中
の
攻
撃
に
よ
り
被
災

し
た
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
ー
ヴ
ェ
ン
大
学
に

対
し
、
日
本
の
文
献
を
セ
レ
ク
ト
し
て

贈
る
事
業
に
携
わ
り
ま
し
た
（
写
真
４
）。

　

日
欧
に
分
か
れ
て
い
た
ゆ
え
に
詳
細

な
文
通
の
形
で
残
さ
れ
た
、
家
族
、
親

族
間
の
率
直
な
や
り
取
り
が
、
奇
し
く

も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
本
を
め
ぐ
る

喪
失
と
贈
呈
の
歴
史
と
重
な
り
ま
す
。

写真4　和田万吉書簡　佐々弘雄宛　大正13（1924）年5月22日　
<佐々弘雄関係文書52-12>

「目下小生ノ仕事ハ白耳義ルーヴェン大学図書館ノ復興ノ為ニ
英、佛、米、伊等ト聯合ノ国際事業トシテ日本ノ加入セル贈書
事業ヲ監督致居候」とあり、「宮内省其他ノ合力ニヨリ既ニ五千
種余リ」を収集、「西紀七七〇年刊行ノ百万塔陀羅尼」「西紀
七四〇年写本ノ経文（光明皇后ノ御願経）」などを集めたことを
述べている。

佐々弘雄（1897-1948）
明治30 （1897）年、熊本生まれ。佐々
友房三男。大正9（1920）年東京帝大法
学部卒、同助手。大正11（1922）年7月
～大正13（1924）年11月欧米留学を経
て、大正13（1924）年12月～昭和3（1928）
年4月、九州帝大法文学部教授。九大
事件により辞職。東京朝日新聞入社後、
論説委員、論説室主幹を経て戦後、参
議院議員（第1回総選挙当選）、昭和
23（1948）年死去。佐々淳行氏（警察官
僚）の父。

1　九大事件　三・一五事件（1928 年の日本共産党員らの検挙事件）の影響下、九州帝国大学において、
向坂逸郎、石浜知行、佐々弘雄の法文学部三教授らが大学を追われた事件。
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阪さ
か
た
に谷
芳よ
し
ろ
う郎
関
係
文
書
（
第
二
次
受
入
分
）

（
七
八
八
点
　
平
成
三
〇
年
九
月
公
開
）

　

阪
谷
芳
郎
関
係
文
書
は
寄
託
を
経
て

昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年
に
寄
贈
を

受
け
た
文
書
で
す
。
こ
の
た
び
四
〇
年

弱
の
時
を
経
て
、
ご
子
孫
よ
り
新
た
な

資
料
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

阪
谷
芳
郎
は
、
貴
族
院
議
員
、
大
蔵

大
臣
な
ど
の
傍
ら
、
様
々
な
団
体
の
長

を
多
数
歴
任
し
ま
し
た
。
写
真
５
は
そ

の
う
ち
の
一
つ
、
明
治
神
宮
奉
賛
会
副

会
長
と
し
て
の
役
回
り
か
ら
受
領
し
た

と
思
わ
れ
る
記
録
で
す
。

　

大
正
期
、
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后

の
事
蹟
を
記
念
し
て
、
聖
徳
記
念
絵
画

館
（
明
治
神
宮
外
苑
）
に
新
た
に
巨
大

な
壁
画
の
作
成
が
計
画
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
は
最
終
的
に
七
六
名
の
画
家
が
関

わ
り
ま
し
た
。
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
四
月
二
六
日
現
在
で
、
二
〇
点
が
完

成
、
六
〇
点
が
未
完
と
い
う
状
況
で
し

た
。
岡
田
三
郎
助
、
鏑
木
清
方
、
石
井

柏
亭
な
ど
錚
々
た
る
日
本
画
・
洋
画
家

五
四
名
か
ら
進
捗
状
況
を
聞
き
取
っ
た

こ
の
記
録
に
よ
る
と
「
案
外
早
ク
完
成

ス
ベ
シ
」
と
い
っ
た
画
家
が
い
る
一

方
、「
下
絵
ノ
変
更
ア
リ
」「
今
迄
ノ
ハ

全
部
気
ニ
入
ラ
ズ
途
中
ニ
テ
筆
ヲ
捨
テ

タ
リ
」
な
ど
と
妥
協
を
許
さ
な
い
画
家

も
い
ま
す
。
大
正
末
期
か
ら
計
画
さ

れ
、
八
〇
点
が
出
揃
う
の
が
昭
和
一
一

（
一
九
三
六
）
年
四
月
ま
で
ず
れ
こ
ん

だ
と
い
う
、約
縦
三
ｍ
、横
二
・
五
～
二
・

七
ｍ
の
壁
画
作
成
の
苦
労
が
し
の
ば
れ

る
資
料
で
す
。
こ
う
し
た
資
料
だ
け
で

は
な
く
、
約
六
〇
〇
通
の
書
簡
（
安
達

峰
一
郎
、
渋
沢
栄
一
ら
か
ら
の
来
簡
）

や
、
ベ
ル
ン
経
済
会
議
（
明
治
四
四

（
一
九
一
一
）
年
）
の
書
類
、
帝
国
飛

行
協
会
の
関
連
資
料
な
ど
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

写真5　昭和三年六月ニ於ケル未完成画家現状報告
<阪谷芳郎関係文書（第二次受入分）5654>

（右）壁画完成表（昭和三年四月二十六日）
（左）昭和三年六月ニ於ケル未完成画家現状報告

阪谷芳郎（1863-1941）
文久3（1863）年岡山生まれ。阪谷朗盧の子、渋沢栄
一の女婿。東京大学文学部卒、明治17（1884）年大
蔵省入省、大蔵次官を経て明治39（1906）年1月～明
治41（1908）年1月第1次西園寺内閣大蔵大臣、日露
戦争時の財政経営・戦後の財政再建に手腕を発揮
した。明治45（1912）年7月～ 大正4（1915）年2月東
京市長。貴族院議員を経て、昭和16（1941）年死去。
肖像写真の出典：「近代日本人の肖像」（http://www.ndl. 
go.jp/portrait/datas/454.html）

http://www.ndl.go.jp/portrait/datas/77.html
http://www.ndl.go.jp/portrait/datas/454.html
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明
治
政
治
家
書
簡
巻
物
（
憲
政
資
料
室
収
集
文
書

３
４
５
）

（
一
巻
（
二
〇
通
）、
令
和
元
年
七
月
公
開
）

こ
の
巻
物
に
は
、
大お
お
や
ま山
巌い
わ
お、
佐さ

の野

常つ
ね
た
み民
、
青あ
お
き木
周し
ゅ
う
ぞ
う
蔵
な
ど
、
薩
長
土
肥
の
出

身
者
を
中
心
に
、
明
治
期
の
政
治
家
の
書

簡
二
〇
通
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
宛
先

に
は
、
い
ず
れ
も
農
商
務
次
官
を
務
め
た

前ま
え
だ田
正ま
さ
な名
、斎さ
い
と
う藤
修し
ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
の
名
前
が
あ
り
、

書
簡
中
に
も
実
業
界
に
関
係
し
た
内
容
が

散
見
し
ま
す
。

　
写
真
６
は
そ
の
う
ち
の
一
通
で
、
消
印

か
ら
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
の
も
の

と
み
ら
れ
、韓
国
釜
山
の
伊い

じ
ゅ
う
い
ん

集
院
彦ひ
こ
き
ち吉（
一

等
領
事
、
一
八
九
六
年
九
月
～
一
八
九
九

年
三
月
）
か
ら
東
京
の
前
田
正
名
に
宛
て

た
書
簡
で
す
。

　

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
以
来
、
韓

国
で
は
親
露
派
内
閣
の
も
と
、
鉱
山
採
掘

権
や
鉄
道
敷
設
権
が
ロ
シ
ア
や
ア
メ
リ
カ

に
譲
渡
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の
地
位
は
低

下
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治
三
一

（
一
八
九
八
）年
に
入
り
、ロ
シ
ア
は
大
連
・

旅
順
の
租
借
権
獲
得
や
東
清
鉄
道
の
敷
設

な
ど
に
よ
っ
て
満
州
へ
の
勢
力
拡
大
を
進

め
る
一
方
、
朝
鮮
半
島
に
つ
い
て
は
商
工

業
な
ど
に
お
け
る
日
本
の
発
達
を
容
認
す

る
方
向
に
転
換
し
ま
す
。
そ
し
て
、
明
治

三
一
（
一
八
九
八
）
年
四
月
二
五
日
に
日

露
間
で
西
・
ロ
ー
ゼ
ン
協
定（

２
）が
結
ば
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
翌
月
に
書
か
れ
た
の
が
写
真
６
の

書
簡
で
す
。「
露
国
態
度
一
変
、
以
来
、

我
対
韓
策
ハ
大
ニ
好
望
之
域
ニ
相
進
」
と

い
う
状
況
で
あ
り
、
韓
国
は
「
日
本
人
経

営
之
地
ト
シ
テ
ハ
合
当
ノ
場
所
」な
の
で
、

「
民
業
ト
シ
テ
諸
事
経
営
」
す
る
こ
と
を

切
望
し
て
い
ま
す
。
特
に
前
田
は
日
本
国

内
で
地
方
産
業
振
興
運
動
を
指
導
し
て
い

た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
有
力
者
が

韓
国
を
視
察
し
、
民
業
を
誘
導
し
て
も
ら

え
れ
ば
「
我
対
韓
策
上
大
ニ
便
宜
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

写真6　伊集院彦吉書簡 前
田正名宛 〔明治31（1898）年〕
5月7日
<憲政資料室収集文書345>

前田正名（1850-1921）
嘉永3（1850）年、鹿児島生まれ。明治
23（1890）年に農商務省次官に就任する
も、同年陸奥宗光農商務相と対立して
下野。以後全国を行脚し、地方産業振
興運動や実業団体の組織化を推進、「布
衣の農相」と評された。大正10（1921）
年死去。
関連資料：前田正名関係文書（その1）・（その2）

（憲政資料室所蔵）
肖像写真の出典：「近代日本人の肖像」（http://
www.ndl.go.jp/portrait/datas/430.html）

伊集院彦吉（1864-1924）
元治元（1864）年、鹿児島生まれ。明治23

（1890）年、外務省入省。明治29（1896）年、
釜山に一等領事として赴任する。後に清
国駐箚特命全権公使として5年間、日露
戦争後の日清交渉、辛亥革命及びその後
の日中間外交の衝にあたる。大正8（1919）
年にはパリ講和会議の全権委員を務め
た。大正13（1924）年死去。
関連資料：伊集院彦吉関係文書（その1）・（その2）

（憲政資料室所蔵）
肖像写真の出典：「近代日本人の肖像」（http://
www.ndl.go.jp/portrait/datas/564.html）

2　全 3 条からなり、第 3 条において、「露西亜帝国政府ハ韓国ニ於ケル日本ノ商業及工業ニ関スル企業ノ大ニ発達セルコト及同国
居留日本国臣民ノ多数ナルコトヲ認ムルヲ以テ日韓両国間ニ於ケル商業上及工業上ノ関係ノ発達ヲ妨碍セサルヘシ」と定められた。

（『日本外交文書 第 31 巻 第 1 冊』）

http://www.ndl.go.jp/portrait/datas/430.html
http://www.ndl.go.jp/portrait/datas/430.html
http://www.ndl.go.jp/portrait/datas/77.html
http://www.ndl.go.jp/portrait/datas/564.html
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参
謀
本
部
管
西
局
報
告
書
類
（
杉す
ぎ
や
ま山
直な
お
や矢
関
係

資
料
）（
憲
政
資
料
室
収
集
文
書
１
４
８
１
）

（
八
九
点　

平
成
三
〇
年
八
月
公
開
）

杉
山
直
矢
関
係
史
料
（
憲
政
資
料
室
収
集
文
書

３
４
８
）

（
六
七
点　

令
和
元
年
七
月
公
開
）

　

こ
の
二
つ
の
史
料
は
、
諜
報
活
動
の

た
め
中
国
の
漢
口
に
派
遣
さ
れ
た
陸
軍

将
校
伊
集
院
兼
雄
が
、
現
地
か
ら
参
謀

本
部
管
西
局
員
の
杉
山
直
矢
に
宛
て
た

報
告
書
で
す
。
罫
紙
筆
跡
か
ら
、
原
文

で
は
な
く
筆
写
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
両
史
料
の
差
出
人
は
「
三
河
臥

水
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
伊
集
院

の
変
名
で
す（

３
）。

　

写
真
７
の
史
料
（
明
治
一
六

（
一
八
八
三
）
年
一
二
月
二
五
日
付
）

に
よ
り
ま
す
と
、
一
二
月
一
五
日
に
横

浜
を
出
立
（
出
張
を
命
じ
ら
れ
た
日
の

二
日
後
）、
二
一
日
に
上
海
に
到
着
し

た
の
ち
、
年
末
に
は
揚
子
江
を
遡
っ
て

内
陸
の
調
査
に
出
発
す
る
予
定
で
あ

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
８

の
史
料
（
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年

一
月
二
七
日
付
）
に
よ
り
ま
す
と
、
実

際
に
は
明
治
一
七
年
一
月
三
日
に
上
海

（
史
料
中
の
「
申
」
と
は
上
海
の
古
い

時
代
の
呼
び
方
）
を
立
っ
た
よ
う
で
す

が
、「
必
然
自
ラ
奔
走
不
致
候
而
ハ
迚

モ
現
在
非
常
ノ
探
知
難
仕
」「
長
江
筋

水
路
陸
路
ノ
飛
脚
ノ
如
キ
者
ニ
変
シ
、

各
所
潜
行
仕
度
」
と
孤
軍
奮
闘
し
て
い

る
様
子
が
窺
わ
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
、

朝
鮮
で
は
壬
午
軍
乱
・
甲
申
政
変
、
中

国
で
は
清
仏
戦
争
と
、
東
ア
ジ
ア
の
状

勢
は
風
雲
急
を
告
げ
て
お
り
、
日
本
陸

軍
と
し
て
も
情
報
収
集
に
必
死
で
し

た
。

写真7　伊集院兼雄書簡　杉山直矢宛　明治16（1883）年12月25日
<参謀本部管西局報告書類（杉山直矢関係資料）（憲政資料室収集文書） 1481-7>

3　大里浩秋「漢口楽善堂の歴史 ( 上 )」(『人文研究』155、2005)
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写真8　伊集院兼雄書簡　杉山直矢宛　明治17（1884）年1月27日
　<杉山直矢関係史料（憲政資料室収集文書）348-7>

伊集院兼雄（1853-1904）
嘉永6(1853)年、鹿児島生まれ。戊辰戦争に参戦し、明治4(1871)年御
親兵が組織された時に軍人となる。明治12(1879)年参謀本部出仕となり
すぐに清国に派遣、牛荘を中心に満州南部を調査。明治15(1882)年帰
国するが、翌年も清国に派遣され漢口を中心に活動、岸田吟香の支援で
諜報活動の拠点として漢口楽善堂を開業する。明治18(1885)年工兵科研
究のため欧米出張、帰国後は第1方面工役長、工兵第2大隊付、福岡連
隊区司令官を歴任。工兵少佐。 明治37(1904)年死去。

杉山直矢（1850-1896）
嘉 永3(1850)年、 山 口 生まれ。 明 治5(1872）
年 陸 軍 に 入り、 明 治12(1879)年 頃 に 参 謀
本部管西局員となり諜報活動に従事、明治
18(1885)年には参謀本部編纂課長となる。そ
の後は歩兵第22連隊長、近衛歩兵第1連隊長
を経て、日清戦争では下関兵站司令官を務め
る。少将。明治29(1896)年死去。
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時
折
、
館
外
の
知
人
に
「
国
立
国
会
図
書
館
で
今
、

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
？
」
と
聞
か
れ
る
と
、
少

し
考
え
て
、「
見
回
り
」
と
答
え
ま
す
。
勿
論
、
そ
れ

以
外
に
も
仕
事
は
あ
る
の
で
す
が
、
今
の
自
分
の
仕
事

で
、
最
も
重
要
か
つ
興
味
深
い
業
務
と
し
て
挙
げ
る
と

す
れ
ば
、
見
回
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

永
田
町
の
国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
に
は
毎
日
約

２
千
人
の
利
用
者
が
来
館
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
過

ご
し
ま
す
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
研
究
課
題
を
調
査
す
る
学

生
。
会
社
の
業
務
で
関
連
業
界
の
統
計
を
収
集
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
。
本
を
手
に
取
る
こ
と
も
な
く
、
新
館
吹

抜
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
て
い
る
大
き
な
日
本
画
に
見
入

る
年
配
の
女
性
。
彼
ら
は
入
館
ゲ
ー
ト
を
通
り
、
広
大

な
１
万
９
千
㎡
（
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
３
個
弱
）
の

閲
覧
ス
ペ
ー
ス
に
自
分
の
居
場
所
を
求
め
ま
す
。

　

私
は
こ
の
図
書
館
で
、
人
々
が
快
適
で
安
全
に
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
一
日
二
回
見
回
り
を
し

ま
す
。（
広
い
の
で
、
ほ
か
の
職
員
や
警
備
員
も
見
回
っ

て
い
ま
す
。）
温
度
や
湿
度
は
適
正
か
。
閲
覧
室
が
騒

が
し
く
な
い
か
。
利
用
の
仕
方
が
分
か
ら
な
く
て
困
っ

て
い
る
人
が
い
な
い
か
。
具
合
が
悪
い
人
が
い
な
い
か
。

利
用
者
同
士
で
何
か
も
め
事
が
な
い
か
。

　

見
回
り
は
時
間
を
問
わ
ず
、
事
務
仕
事
が
一
段
落
し

た
と
き
に
出
発
し
ま
す
。
コ
ー
ス
は
概
ね
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
新
館
ホ
ー
ル
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ

ウ
ン
タ
ー
を
出
発
し
、
雑
誌
カ
ウ
ン
タ
ー
前
か
ら
新
館

閲
覧
室
へ
と
進
み
ま
す
。
途
中
、
検
索
用
端
末
で
検
索

の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
人
が
い
れ
ば
検
索
方
法
を
案

内
し
ま
す
。
次
に
連
絡
通
路
を
通
り
、
本
館
ホ
ー
ル
に

向
か
い
ま
す
。
本
館
ホ
ー
ル
中
央
に
あ
る
図
書
カ
ウ
ン

タ
ー
を
見
な
が
ら
、
本
館
ホ
ー
ル
を
周
り
、
最
も
席
数

の
多
い
第
一
閲
覧
室
に
向
か
い
ま
す
。
閲
覧
室
内
で
は

利
用
者
の
集
中
を
そ
が
な
い
よ
う
に
静
か
に
巡
回
し
ま

す
。
最
近
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
な
が
ら
資
料
を
閲
覧
す

る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
人
が
多
い
の
で
、
室
温
に
も

気
を
配
り
ま
す
。
最
後
に
人
文
総
合
情
報
室
を
右
手
に

見
な
が
ら
階
段
を
上
が
り
、
本
館
３
階
の
第
二
閲
覧
室

へ
と
向
か
い
ま
す
。
第
二
閲
覧
室
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
機
器
は
一
切
使
用
禁
止
で
す
。

入
室
中
は
電
源
も
切
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
第
二
閲
覧
室
で
は
、
自
ず
と
利
用
者
が
本
と
一

対
一
で
向
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

実
は
私
、
こ
の
部
屋
の
風
景
が
一
番
好
き
で
す
。
机

の
上
に
本
一
冊
。
ノ
ー
ト
も
筆
記
用
具
も
な
し
。
椅
子

の
上
で
背
を
ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば
し
、
一
途
に
活
字
に
視

線
を
注
ぐ
学
生
。
い
つ
か
古
い
白
黒
写
真
で
見
た
、
昔

の
図
書
館
の
閲
覧
室
風
景
を
思
い
起
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

（
サ
ー
ビ
ス
運
営
課　

航
空
旅
行
）

何も起きないことが一番です
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画像左から

1『海と灯台の本』【Y18-N11-J135】
ウラジーミル・マヤコフスキー 文　ボリス・ポクロフスキー 絵　松谷さやか 訳　新教出版社　2010

2 Pro dva kvadrata : v 6ti postroĭkakh : suprematicheskiĭ   skaz
（6つの構成による2つの正方形についてのシュプレマティスムのお話）【Y17-B4936】

Ėl Lisit͡skiĭ　Skify　1922

3『アンリくん、パリへ行く』【Y18-N12-J280】
ソール・バス 絵　レオノール・クライン 文　松浦弥太郎 訳　P ヴァイン・ブックス　2012

【】内は国立国会図書館請求記号。本稿において請求記号の記載があるものは、全て国際子ども図書館蔵。

https://www.kodomo.go.jp/event/exhibition/tenji2019-03.html

1
2

3

会期途中で展示替えを行います。 国 際 子ども図 書 館 で は、
10月1日 か ら2020 年 1月
19日まで、企画展「絵本
に見るアートの 100 年―ダ
ダからニュー・ペインティ
ングまで」を開催していま
す。ここでは、この展示会
の概要をご紹介します。

https://www.kodomo.go.jp/event/exhibition/tenji2019-03.html
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１
９
１
６
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
最

中
、
中
立
国
ス
イ
ス
で
芸
術
運
動
ダ
ダ
が

起
こ
り
ま
す
。
ダ
ダ
は
戦
争
を
支
え
た
当

時
の
価
値
観
や
既
成
の
芸
術
へ
の
反
抗
を

掲
げ
、
多
く
の
共
感
者
を
得
て
欧
米
各
国

に
広
が
り
ま
し
た
。
ダ
ダ
の
芸
術
家
た
ち

は
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
時
に
は
物
議

を
醸
す
よ
う
な
作
品
を
数
多
く
送
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
ド
イ
ツ
を
中
心
に
活
躍
し

た
ク
ル
ト
・
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
ス
や
ハ
ン

ナ
・
ヘ
ー
ヒ
ら
は
、フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

や
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
な
ど
の
技
法
を
大
胆

に
用
い
て
、
日
常
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
解
体

し
、
再
構
築
す
る
作
品
を
数
多
く
制
作
し

ま
し
た
。
分
野
を
越
え
、
多
岐
に
わ
た
る

彼
ら
の
作
品
の
中
に
は
、
絵
本
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

パ
リ
で
ダ
ダ
の
運
動
に
参
加
し
た
ア
ン

ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
ら
は
、
１
９
２
０
年
代

初
め
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
提
唱
し
ま

し
た
。
理
性
や
合
理
性
の
統
制
か
ら
解
放

さ
れ
た
、
夢
や
狂
気
、
無
意
識
な
ど
の
世

界
を
通
し
て
、
人
間
の
本
質
に
迫
ろ
う
と

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
で
は
、
偶
然
性
を
重
視
す
る
表
現
方

法
が
多
く
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ム
の
運
動
は
世
界
に
広
が
り
、
時

代
を
越
え
て
影
響
を
与
え
続
け
て
い
ま

す
。
ク
リ
ス
・
ヴ
ァ
ン
・
オ
ー
ル
ズ
バ
ー

グ
や
建
石
修
志
を
始
め
、
現
代
の
絵
本
の

多
く
に
も
そ
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

資
料 

4　

4 『幸福の王子』【Y9-N07-H209】
オスカー・ワイルド 原作
建石修志 画　曽野綾子 訳
バジリコ　2006

ダダとシュルレアリスム

　近年、絵本に対して、その視覚表現性に注目し、美
術作品の一つとして探究する動きが活発になってきて
います。その流れを受け、本展示会では、主に20世
紀における革新と創造に焦点を当て、美術の観点から
国内外の絵本をご紹介します。20世紀初頭に起こっ
たダダやシュルレアリスムに始まり、第二次世界大戦
を経て現代に至るまでの芸術思潮と絵本の関わりにつ
いて取り上げます。
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ギャラリートーク

11月17日（日）、11月24日（日）、
12月8日（日）、12月15日（日）、
2020年1月12日（日）、1月19日（日）

展示会担当職員が展示の見どころ
をご紹介します。

※ い ず れ も14:00か ら30分 程 度。
事前申込不要。当日は直接「本の
ミュージアム」へお越しください。

5Багаж（荷物）【Y17-B2705】
サムイル・マルシャーク 詩　ウラジーミル・レーベジェフ 絵
鴻野わか菜 訳　淡交社　2004
ウラジーミル・レーベジェフは、ロシア・アヴァンギャルド絵本の傑作を数多く制作しました。

6 Почта（郵便）【Y17-B2711】
サムイル・マルシャーク 詩　ミハイル・ツェハノフ
スキー 絵　鴻野わか菜 訳　淡交社　2004
手紙が配達されるまでの過程をシンプルな絵で表
現し、郵便の仕組みを紹介する一冊です。表紙は
切手を模したデザインで、郵便物を運ぶ船や汽車
が描かれています。

　

ロ
シ
ア
（
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
）
で
は
、

１
９
１
０
年
代
か
ら
１
９
３
０
年
代
初
め

に
か
け
て
、
ロ
シ
ア
革
命
の
混
乱
時
、
新

た
な
芸
術
の
方
向
性
を
模
索
す
る
中
で
前

衛
的
な
芸
術
運
動
（
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン

ギ
ャ
ル
ド
）
が
起
こ
り
ま
し
た
。
絵
本
の

分
野
で
は
、
鮮
や
か
な
色
彩
と
大
胆
に
抽

象
化
し
た
形
を
用
い
た
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル

ド
絵
本
が
次
々
と
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

資
料
1 

5

　

１
９
１
５
年
に
カ
ジ
ミ
ー
ル
・
マ
レ
ー

ヴ
ィ
チ
が
提
唱
し
た
シ
ュ
プ
レ
マ
テ
ィ
ス

ム
は
、
対
象
を
画
面
上
に
再
現
す
る
こ
と

を
否
定
し
、
線
や
形
そ
の
も
の
に
価
値
を

見
出
し
ま
し
た
。
当
時
の
革
新
的
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
で
あ
っ
た
エ
ル
・
リ
シ
ツ
キ
ー

は
、
シ
ュ
プ
レ
マ
テ
ィ
ス
ム
の
考
え
方
を

取
り
入
れ
た
絵
本
を
制
作
し
ま
し
た
。

資
料 

2

 　

１
９
２
０
年
代
に
な
る
と
、
リ
シ
ツ

キ
ー
や
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
タ
ト
リ
ン
ら
に

代
表
さ
れ
る
構
成
主
義
が
台
頭
し
ま
す
。

芸
術
の
実
用
性
が
重
視
さ
れ
、
印
刷
の
分

野
で
は
、
読
み
手
に
効
果
的
に
訴
え
る
革

新
的
な
紙
面
デ
ザ
イ
ン
が
生
み
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
労
働
者
が
社
会
の
主
役
と
さ
れ

た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
で
は
、
労
働
や
職
業
紹
介

に
つ
い
て
の
絵
本
も
数
多
く
誕
生
し
ま
し

た
。
直
線
を
効
果
的
に
用
い
た
簡
潔
な
デ

ザ
イ
ン
で
、
子
ど
も
た
ち
に
身
近
な
職
業

が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
料 

6 

ロシア・アヴァンギャルド
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チェコ・アヴァンギャルド

　

１
９
１
８
年
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

共
和
国
が
誕
生
す
る
と
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
新
し
い
芸

術
運
動
が
流
入
し
ま
す
。
カ
レ
ル
・
タ
イ

ゲ
ら
に
よ
り
１
９
２
０
年
に
結
成
さ
れ
た

芸
術
家
集
団
「
デ
ヴ
ィ
エ
ト
シ
ル
」
の
メ

ン
バ
ー
を
始
め
と
す
る
チ
ェ
コ
の
芸
術
家

た
ち
は
、そ
れ
ら
の
運
動
に
影
響
を
受
け
、

芸
術
を
高
尚
な
も
の
と
考
え
る
伝
統
的
な

価
値
観
を
否
定
し
、
日
常
生
活
に
美
的
・

詩
的
な
も
の
を
取
り
こ
む
こ
と
を
目
指
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
チ
ェ
コ
の

絵
本
に
鮮
や
か
な
色
彩
と
シ
ン
プ
ル
な
形

態
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

資
料
77『ダーシェンカ　 あるいは子犬の生活』

カレル・チャペック 文・絵・写真
カレル・タイゲ 装丁　保川亜矢子 訳
メディアファクトリー（KADOKAWA）　1998
チェコ・アヴァンギャルドの中心人物カレル・
タイゲが装丁を手がけた作品です。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
１
９
１
９
年
、
工
芸
と

芸
術
の
統
合
を
目
指
し
た
美
術
工
芸
学
校

で
あ
る
バ
ウ
ハ
ウ
ス
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
ナ
チ
ス
の
台
頭
に
よ
り
僅
か
14
年
間

で
閉
校
し
ま
す
が
、
そ
の
理
念
を
受
け
継

ぎ
、
ニ
ュ
ー
・
バ
ウ
ハ
ウ
ス
が
ア
メ
リ
カ

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
美
術
、
工
芸
、
建

築
な
ど
の
垣
根
を
越
え
て
総
合
性
を
追
求

し
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
思
想
は
、
今
日
の
美

術
、
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
絵
本
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

資
料 

8

バウハウスとニュー・バウハウス

8『ゆかいなかえる』【Y17-30】
ジュリエット・ケペシュ 文・絵
いしいももこ 訳　福音館書店　1964
ニュー・バウハウスで学んだジュリエット・ケペシュは、恩師でもあった夫ギオルギー
がまとめ、バウハウス教育の集大成とみなされた視覚言語の理論を絵本の分野で実
践しました。
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9『あおくんときいろちゃん』【Y17-8338】
レオ・レオーニ 作　藤田圭雄 訳　至光社　1981
青と黄を混ぜると緑になるという色の性質を活かし、ストーリーを視覚的に
表現した一冊です。変幻自在に動き回る抽象的な 2 つの円が、読み手の想
像力をかき立てます。

　

美
術
の
展
開
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
デ

ザ
イ
ン
界
の
革
新
は
、
絵
本
に
お
け
る

視
覚
表
現
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

１
９
４
０
年
頃
、
子
ど
も
の
本
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
と
い
う
考
え
方
が
登
場
し
、

１
９
５
０
年
頃
か
ら
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・

デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
が
絵
本
制
作
に
携
わ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
視
覚
芸
術
の
新
し
い

考
え
方
が
絵
本
の
世
界
に
持
ち
こ
ま
れ
、

視
覚
的
な
表
現
で
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
図

る
試
み
が
広
が
り
ま
し
た
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
に
よ
る
絵
本
に
は
、

読
み
手
の
想
像
力
を
引
き
出
す
仕
掛
け
が

多
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
料 

3 

9

日本のモダニズム

⓾『汽車』【Y1-N05-H327】
辻二郎 編　村山知義 画　東京社　1937

　

日
本
で
も
、
大
正
期
に
入
る
と
前
衛
芸

術
の
運
動
が
起
こ
り
ま
す
。
１
９
１
４

年
、
抽
象
絵
画
の
創
始
者
と
さ
れ
る
ワ
シ

リ
ー
・
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
ら
の
作
品
に

よ
る
木
版
画
展
が
日
本
で
開
催
さ
れ
、
恩

地
孝
四
郎
な
ど
の
若
い
版
画
家
た
ち
に
影

響
を
与
え
ま
し
た
。
恩
地
は
そ
の
後
、
創

作
版
画
を
中
心
に
抽
象
表
現
を
追
求
し
続

け
る
と
同
時
に
、
絵
本
の
挿
絵
や
装
丁
も

手
が
け
、
数
多
く
の
傑
作
を
生
み
出
し
ま

し
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
留
学
す
る
芸
術
家
が
増
え
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
芸
術
運
動
が
一
挙
に
日
本
に
伝

わ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
人
、
村
山
知

義
は
１
９
２
２
年
に
ベ
ル
リ
ン
に
留
学

し
、
ダ
ダ
や
ロ
シ
ア
の
構
成
主
義
な
ど
に

触
れ
、
刺
激
を
受
け
ま
す
。
帰
国
後
、
柳

瀬
正
夢
（
別
名
・
夏
川
八
郎
）
ら
と
新

興
芸
術
グ
ル
ー
プ
「M

AVO
(

マ
ヴ
ォ)

」

を
結
成
し
、
日
本
の
前
衛
美
術
を
先
導
し

ま
し
た
。

資
料
⓾ 

�

�『米』【Y1-N05-H328】
鈴木文助 編　夏川八郎 画　東京社　1937

グラフィック・デザインの可能性
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第二次世界大戦後の美術の展開
　

第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、
多
く

の
芸
術
家
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ

へ
と
亡
命
し
ま
し
た
。
芸
術
の
中
心
が
パ

リ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
と
移
り
、
美
術

に
お
け
る
表
現
は
多
様
化
し
て
い
き
ま

す
。
高
級
な
文
化
と
み
な
さ
れ
て
き
た
芸

術
は
、
急
速
に
大
衆
文
化
と
の
融
合
が
進

み
、身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
が
盛

ん
に
な
り
ま
し
た
。

資
料 

�

　

今
日
で
は
、
現
代
美
術
作
家
な
ど
、
多

方
面
の
芸
術
家
が
絵
本
の
分
野
に
参
入

し
、
絵
本
に
お
け
る
美
術
表
現
の
可
能
性

は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
ま
す
。

資
料

�

�『アンディ・ウォーホルのヘビのおはなし』
【Y18-N17-L117】
アンディ・ウォーホル 著　野中邦子 訳
河出書房新社　2017
アンディ・ウォーホルは、アメリカで活躍した、20 世紀を
代表するポップ・アーティストです。

�『ジャリおじさん』【Y18-9672】
おおたけしんろう えとぶん　福音館書店　1994
大竹伸朗は絵画、立体作品、コラージュなど、多岐
にわたって活躍する現代美術作家です。大胆な絵と
不思議な物語に大竹の魅力が詰まった一冊。

　本展示会では、前期・後期あわせて約
300点の資料を出展します。本稿で取り
上げた資料以外にも、名だたるアーティ
ストたちが手がけた絵本を展示し、絵本
の世界における美術表現の広がりをご
紹介します。様々な画家によって描かれ
た「不思議の国のアリス」、「赤ずきん」、

「ピノキオ」の絵本を扱う特別コーナー
もあります。
　国際子ども図書館へのお越しをお待
ちしています。

【画像を紹介した以外の出展アーティスト】
クルト・シュヴィッタース、ジム・ダイン、サルバドール・ダリ、
ヨゼフ・チャペック、ソニア・ドローネー、ジャン＝ミシェル・
バスキア、ミンモ・パラディーノ、ハンナ・ヘーヒ、キース・
へリング、デイヴィッド・ホックニー、イエラ・マリ、マリー・ロー
ランサン、靉嘔、赤瀬川原平、秋野不矩、粟津潔、宇野亞喜良、
岡崎乾二郎、岡本太郎、恩地孝四郎、柏原えつとむ（槇ひろし）、
香月泰男、草間彌生、黒田征太郎、小磯良平、鴻池朋子、古
賀春江、駒井哲郎、駒形克己、杉浦非水、高松次郎、田名網
敬一、谷川晃一、中西夏之、奈良美智、野見山暁治、早川重章、
福沢一郎、堀文子、村上隆、元永定正、横尾忠則、吉原治良、
李禹煥、脇田和　ほか多数



国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。
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カ
ラ
フ
ル
な
装
丁
に
、
目
を
奪
わ
れ
る
。

Ａ
５
判
、
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
、
全
ペ
ー
ジ
フ
ル

カ
ラ
ー
と
い
う
ポ
ッ
プ
な
出
で
立
ち
は
、
横

文
字
混
じ
り
の
名
前
と
と
も
に
「
社
史
」
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
は
異
色
だ
。

　

ニ
フ
テ
ィ
株
式
会
社
は
、
１
９
８
６
年
に

株
式
会
社
エ
ヌ
・
ア
イ
・
エ
フ
と
し
て
誕
生

し
た
。
当
時
日
本
で
は
パ
ソ
コ
ン
通
信
が
普

及
し
て
お
ら
ず
、
翌
年
に
同
社
が
開
始
し
た

「N
IFTY-Serve

」
は
、
国
産
パ
ソ
コ
ン
通

信
事
業
の
草
分
け
と
な
っ
た
。
90
年
代
に
入

り
24
時
間
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
、
海
外
と
の
時

差
を
気
に
せ
ず
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
後
の
阪
神
大
震
災
で
は
、
パ

ソ
コ
ン
通
信
が
災
害
情
報
の
共
有
に
も
使
わ

れ
た
。

　
「N

IFTY-Serve

」
は
、
90
年
代
終
わ

り
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
と
統
合
、

２
０
０
６
年
に
は
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
全
サ
ー

ビ
ス
を
終
了
し
た
。
ニ
フ
テ
ィ
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
事
業
者
と
し
て
は
後
発
で
あ
り
、
本

書
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「struggle

」
の
時

代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
書
で
は
こ
う
し
た
出
来
事
が
、
年
代
ご

と
に
見
開
き
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
社
員
ひ

と
り
ひ
と
り
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
挿

話
も
、
そ
の
時
代
の
雰
囲
気
を
活
き
活
き
と

伝
え
て
い
る
。
例
え
ば
前
述
の
「struggle

」

の
時
代
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
「
コ
コ
ロ

グ
」
に
つ
い
て
は
〈
私
の
部
屋
に
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
着
た
若
者
２
、３
人
が
『
ち
ょ
っ
と
社
長

よ
い
で
す
か
。
お
話
が
あ
り
ま
す
』
と
い
っ

て
突
然
入
っ
て
き
た
。〉
か
ら
始
ま
る
開
設

秘
話
が
記
事
の
中
心
で
あ
る
。
こ
う
し
た
挿

話
に
よ
り
、「
ニ
フ
テ
ィ
」
と
い
う
会
社
が

立
体
的
に
描
き
出
さ
れ
る
。

　

ま
た
本
書
に
は
、
ペ
ー
ジ
の
要
所
要
所
に

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は

ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
が
、
こ
れ
は
社
史
と
同

時
期
に
公
開
さ
れ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ

「The H
istory of N

ifty

」
に
リ
ン
ク
付
け

さ
れ
て
お
り
、
各
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
コ
メ
ン
ト

が
で
き
た
。
読
者
参
加
型
の
社
史
と
い
う
の

も
珍
し
い
。

　
「
世
界
を
変
え
た
け
れ
ば
、
ま
ず
自
分
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

―
本
書
所

載
の
、
あ
る
社
員
の
言
葉
で
あ
る
。
本
書
の

後
半
に
は
、
こ
う
し
た
「
現
在
」
の
社
員
た

ち
の
声
を
切
り
取
っ
た
も
の
が
集
め
ら
れ
て

い
る
。
本
書
の
た
め
に
、
社
の
内
外
で
の
べ

２
０
０
名
余
り
へ
取
材
を
行
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、「
ニ
フ
テ
ィ
未
来
座
談
会
」
で
は
、

親
と
子
ど
も
ほ
ど
も
年
の
差
が
あ
る
社
員
た

ち
が
、「
ニ
フ
テ
ィ
」
と
い
う
会
社
と
、
そ

の
未
来
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
る
。

　
〈
ニ
フ
テ
ィ
の
30
年
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

カ
ル
チ
ャ
ー
の
歴
史
で
あ
り
、
お
客
様
と
の

共
創
の
歴
史
で
す
。〉
と
は
「
社
史
編
纂
を

振
り
返
っ
て
」
で
の
言
葉
で
あ
る
。
実
際
同

社
の
歴
史
は
、
現
代
日
本
の
Ｉ
Ｔ
受
容
の
歴

史
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
。「
そ
し
て
こ
れ
か

ら
も
」
と
い
う
気
概
が
、
本
書
の
随
所
か
ら

感
じ
ら
れ
る
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
性
が
あ
っ
て
一
気
に
読
め

る
、
異
色
で
斬
新
な
社
史
。「
本
屋
に
な
い
」

の
が
残
念
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
千
歳 

誠
之
）

The history of Nifty
our network culture
ニフティ30年史記念冊子

ニフティ株式会社ブランドデザイン部 編 
ニフティ　2016.12　129p　21cm
<請求記号　DH22-L1275>



鉄のカーテンの隙間から
戦後のソ連関係資料あれこれ

С о ю з  С о в е т с к и х  С о ц и а л и с т и ч е с к и х  Р е с п у б л и к

冨田穰治

　

大
正
１
１（
１
９
２
２
）年
に
成
立
し
た
ソ

ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
（
以
下
「
ソ

連
」）
が
、
平
成
３（
１
９
９
１
）年
に
終
焉

を
迎
え
て
か
ら
四
半
世
紀
以
上
が
経
過
し

た
。
同
時
代
の
出
来
事
と
し
て
辛
う
じ
て

覚
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
世
代
の
筆
者
と

し
て
は
、
ソ
連
は
ほ
ぼ
歴
史
的
な
対
象
で

あ
る
。

　

そ
れ
で
も
な
お
、
ソ
連
時
代
の
残
り
香
を

感
じ
た
場
所
が
、
東
京
・
神
田
神
保
町
に
か

つ
て
あ
っ
た
「
新
世
界
レ
コ
ー
ド
社 

」
で

あ
る
。
創
業
当
初
は
、
ソ
連
の
レ
コ
ー
ド
会

社
と
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
基
づ
い
て
Ｌ
Ｐ

レ
コ
ー
ド
の
日
本
国
内
制
作
を
行
っ
て
い
た

が
、
筆
者
が
訪
れ
た
１
９
９
０
年
代
末
は
、

ロ
シ
ア
な
ど
旧
ソ
連
諸
国
か
ら
輸
入
し
た
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
、

民
謡
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
Ｃ
Ｄ
や

レ
コ
ー
ド
を
扱
う
専
門
店
で
あ
っ
た
。
他
店

で
は
見
る
こ
と
の
な
い
珍
し
い
商
品
が
並
ん

で
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
も
と
も
と
は

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
や
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ

な
ど
主
と
し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
レ
ア
盤

を
求
め
て
訪
れ
た
店
だ
っ
た
が
、
ソ
連
時
代

の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
、
ひ
い
て
は
そ
こ
に
投

影
さ
れ
た
ソ
連
時
代
の
生
活
や
世
相
に
興
味

を
も
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
残
念
な
が
ら

平
成
19（
２
０
０
７
）年
に
閉
店
し
て
い
る
。

　

冷
戦
時
代
、
米
国
と
並
ぶ
超
大
国
で

あ
っ
た
ソ
連
へ
の
関
心
は
総
じ
て
高
か
っ

た
が
、
一
方
で
い
わ
ゆ
る
「
鉄
の
カ
ー
テ

ン
」
の
向
こ
う
側
で
あ
り
、
流
通
す
る
情

報
が
乏
し
い
国
で
も
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、

そ
の
よ
う
な
時
代
の
ソ
連
の
様
相
が
垣
間

見
え
る
資
料
を
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

の
も
の
か
ら
、
い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
き

た
い
。

С о ю з  С о в е т с к и х  С о ц и а л и с т и ч е с к и х  Р е с п у б л и к

第21回　本の森を歩く



С о ю з  С о в е т с к и х  С о ц и а л и с т и ч е с к и х  Р е с п у б л и к

『新世界レコード総目録 1959』
 ［東京］［新世界レコード］［1958］＜請求記号 YM2-163＞

本資料の冒頭には、株式会社新世界レコード社長で、当時、現
職の衆議院議員（日本社会党）だった帆

ほ あ し
足計

けい
 の序文が掲載され

ている。また、日ソ国交回復を実現した鳩山一郎元首相も、日
ソ協会会長として推薦文を寄せている。

С о ю з  С о в е т с к и х  С о ц и а л и с т и ч е с к и х  Р е с п у б л и к

（上）Padomju ilgi spēlējošās skaņu plates : Latvijas 
PSR mūzika un izpildītāji = Советские долгоиграющие 
грампластинки : латышская музыка и ее исполнители 
= Soviet long playing records : Latvian music and its 
performers
Moscow : Mezhdunarodnaya kniga＜請求記号 YM2-A28
＞

（下）Tarybinēs ilgai grojančios plokštelēs : Lietuvos TSR 
muzika ir atlikejai : katalogas = Советские долгоиграющие 
грампластинки : музыка и исполнители Литовской ССР 
: каталог = Soviet long playing records : music and 
performers of the Lithuanian S.S.R. : catalogue
Moscow : Mezhdunarodnaya kniga 1962 ＜ 請 求 記 号 
YM2-A25＞

ソ連における出版物の輸出入公団だった、メジドゥナロードナヤ・
クニーガ（Международная книга） のカタログである。同公団は
ソ連の出版物の国外販売権を独占しており、日本で購入できる出
版物は、同公団の目録に掲載されたものに限られていた。 本資
料は、ラトビアとリトアニアの音楽と演奏家を扱ったもので、いず
れも合唱曲が多いのが特徴である。ラトビア語かリトアニア語と、
ロシア語、英語の３か国語で書かれている。

レコード目録

　

当
館
で
は
、
新
世
界
レ
コ
ー
ド
な
ど
国
内

レ
ー
ベ
ル
の
目
録
の
ほ
か
、
ソ
連
本
国
で
発

行
さ
れ
た
、
ラ
ト
ビ
ア
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
音

楽
の
レ
コ
ー
ド
目
録
も
所
蔵
し
て
い
る
。
い

ず
れ
も
合
唱
曲
が
多
い
。

　

も
と
も
と
バ
ル
ト
三
国
（
エ
ス
ト
ニ
ア
、

ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
）
で
は
合
唱
が

盛
ん
で
あ
り
、
バ
ル
ト
三
国
で
開
催
さ
れ

る
合
唱
と
舞
踊
の
大
規
模
な
祭
典
は
、「
バ

ル
ト
地
方
の
歌
謡
・
舞
踏
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
と
し
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
無
形
文
化

遺
産
と
な
っ
て
い
る
。

　

ソ
連
末
期
の
民
族
運
動
の
う
ち
、
バ
ル

ト
三
国
の
独
立
運
動
で
は
、
多
数
の
人
々

が
集
結
す
る
デ
モ
に
お
い
て
も
民
謡
や
讃

美
歌
な
ど
が
広
く
歌
わ
れ
、「
歌
う
革
命
」

と
総
称
さ
れ
る
。
音
楽
家
た
ち
も
民
族
主

義
的
な
詩
に
楽
曲
を
乗
せ
て
積
極
的
に
創

作
し
、
民
衆
の
独
立
へ
の
意
識
を
高
揚
さ

せ
た
。
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С о ю з  С о в е т с к и х  С о ц и а л и с т и ч е с к и х  Р е с п у б л и к

『ソ連国立モイセーエフ民族舞踊団 新宿コマ
劇場［他］』

［東京］［読売新聞社 , 日本国際芸術協会］ 
1959
＜請求記号 VA251-1275＞

モイセーエフ舞踊団は、イーゴリ・モイセーエ
フが昭和 12（1937）年に創立した、ソ連各
地の民族舞踊を紹介する舞踊団体である。現
在でも、モイセーエフ記念国立アカデミー民
族舞踊団として活動を継続している。
本資料は昭和 34（1959）年 9 月から 11 月
に東京、名古屋、宝塚で行われた公演のパ
ンフレット。蘆原英了も寄稿している。

来日公演パンフレット
　

音
楽
と
言
え
ば
、
労
音
（
全
国
勤
労
者
音

楽
協
議
会
連
絡
会
議
）
や
「
う
た
ご
え
運
動
」

と
い
っ
た
戦
後
日
本
の
音
楽
文
化
運
動
で
は

ロ
シ
ア
民
謡
や
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
進
め
て
い

た
植
林
事
業
を
称
え
る
オ
ラ
ト
リ
オ
『
森
の

歌
』（
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
作
曲
）
が
し

ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
ソ
連
の
音

楽
へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
招
聘
に
よ
り

バ
レ
エ
や
演
劇
、
サ
ー
カ
ス
の
来
日
公
演
も

多
数
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
音
楽
・
舞
踊

評
論
家
で
あ
る
蘆
原
英
了
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

か
ら
、
来
日
公
演
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
紹
介

す
る
。

『レニングラードバレエ特別公演  都体育館』 
 ［東京］［読売新聞社 , アートフレンドアソシエーション］1960 　
＜請求記号 VA251-1614＞

レニングラードバレエ団は、正式名称キーロフ記念レニングラード国立オペラ・バレ
エ劇場バレエ団。1783 年にサンクトペテルブルク（ソ連時代はレニングラード）で
創立されたこの劇場は、ソ連崩壊後の平成 4（1992）年に旧称のマリインスキー劇
場に復した。
本資料は昭和 35（1960）年 7 月 15 日に東京都体育館（現在の東京体育館）で、
日ソ協会会員を対象に行われた「特別大衆公演」 のパンフレット 。6 月に行われた
東京宝塚劇場での公演と比べ、入場料が低廉であった。 招聘元のアート・フレンド・
アソシエーションは、「赤い呼び屋」として名を馳せた神彰が経営していたものである。
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憲法

文学作品

　

ソ
連
に
お
け
る
文
化
、
芸
術
は
、
あ
く
ま

で
国
の
政
策
に
合
致
し
て
い
る
必
要
が
あ
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
重
要
産
業
部
門

が
国
有
化
さ
れ
、
文
化
や
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
も
国
家
事
業
と
さ
れ
た
ソ
連
の
体
制
の

も
と
で
は
、
建
国
の
大
義
で
あ
る
共
産
主
義

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
反
す
る
言
論
や
出
版
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ス
タ
ー
リ
ン
独
裁
体
制
下
で
制
定
さ
れ
た

昭
和
11
（
１
９
３
６
）
年
の
ソ
連
憲
法
に
お

い
て
は
、
第
１
２
５
条
で
言
論
の
自
由
や
出

版
の
自
由
が
条
文
上
は
保
障
さ
れ
て
い
た

が
、
社
会
主
義
制
度
の
強
化
等
の
目
的
に
従

う
こ
と
、
法
律
の
範
囲
内
と
い
う
留
保
が
つ

い
て
い
た
。

　

ソ
連
に
お
け
る
検
閲
が
、
世
界
的
に
物
議

を
醸
し
た
こ
と
も
あ
る
。

　

昭
和
32
（
１
９
５
７
）年
に
、
パ
ス
テ
ル
ナ
ー

ク
の
長
編
小
説
『
ド
ク
ト
ル
・
ジ
バ
ゴ
』
は
、

ソ
連
国
内
で
出
版
を
許
さ
れ
ぬ
ま
ま
イ
タ
リ
ア

で
出
版
さ
れ
た
。
昭
和
33
（
１
９
５
８
）年
10
月

23
日
に
は
、
パ
ス
テ
ル
ナ
ー
ク
の
ノ
ー
ベ
ル
文

学
賞
授
賞
が
決
定
し
た
が
、
ソ
連
国
内
で
の
激

し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
、
受
賞
辞
退
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
一
方
で
、
昭
和
40
（
１
９
６
５
）

年
に
は
、『
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
』
で
名
高

い
イ
ギ
リ
ス
の
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ー
ン
監
督
に

よ
っ
て
映
画
化
さ
れ
る
な
ど
西
側
陣
営
で
は
広

く
受
容
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
昭
和
45
（
１
９
７
０
）年
に
ノ
ー
ベ

ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ

ン
は
、公
然
と
検
閲
を
批
判
し
て
い
た
。『
収

容
所
群
島
』
を
フ
ラ
ン
ス
で
出
版
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
昭
和
49
（
１
９
７
４
）

年
に
は
西
ド
イ
ツ
へ
国
外
追
放
と
な
っ
た
。

『ソヴエト社會主義共和國同盟憲法 根本法』 
モスクワ　外國語圖書出版所　1956＜請求記号 CR5-212-M1＞

本資料の扉には、1936 年憲法（スターリン憲法）を「ソ同盟第四次最高ソ
ヴエト第四總會で改正・追加されたもの」である旨が記されている。

『ドクトル・ジバゴ  第 1 部』 
パステルナーク 著　原子林二郎 訳 
東京　時事通信社　1959
＜請求記号 983-cP29d-H＞

『ドクトル・ジバゴ』は、ロシア革命を背
景として、主人公の医師ジバゴの波乱の
生涯を描いた物語で、社会主義への幻滅
が描かれていることが反革命とみなされ
た。時事通信社の記者である原子林二郎
による翻訳は、パステルナークのノーベ
ル文学賞受賞決定直後の昭和 33（1958）
年 11 月 8 日号から『世界週報』に連載
され、翌年には単行本が出版された（左
画像）。単行本の挿画は奈良岡正夫。
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公報

新聞

　

日
本
と
ソ
連
の
国
交
が
回
復
し
た
の
は
、

昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年
12
月
で
あ
る
。
こ
れ

に
は
国
際
連
合
加
盟
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

　

昭
和
27
（
１
９
５
２
）年
６
月
に
、
日
本
は

国
際
連
合
に
加
盟
を
申
請
し
た
が
、
同
年
９

月
の
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
で
、
ソ
連

の
拒
否
権
発
動
に
よ
り
、
日
本
の
加
盟
申
請

が
否
決
さ
れ
た
。
ソ
連
と
の
国
交
回
復
な
く

し
て
日
本
の
国
際
連
合
加
盟
は
実
現
し
な
い

こ
と
か
ら
、
日
ソ
国
交
回
復
交
渉
が
進
め
ら

れ
た
。

　

そ
し
て
つ
い
に
、
昭
和
31
（
１
９
５
６
）年

12
月
12
日
に
発
効
し
た
日
ソ
共
同
宣
言
で
、

日
ソ
戦
争
状
態
終
了
、
日
本
の
国
際
連
合
加

盟
へ
の
ソ
連
の
支
持
な
ど
が
約
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
同
年
12
月
18
日
の
国
際
連
合

総
会
で
、
日
本
の
加
盟
が
実
現
し
た
。

　

日
ソ
国
交
回
復
後
も
、
米
ソ
の
核
ミ
サ
イ

ル
競
争
や
昭
和
35
（
１
９
６
０
）年
の
Ｕ
‐
２

型
機
撃
墜
事
件
、
昭
和
37
（
１
９
６
２
）年
の

キ
ュ
ー
バ
危
機
な
ど
に
よ
り
冷
戦
構
造
は
激

化
し
た
た
め
、「
西
側
陣
営
」
の
一
員
で
あ

る
日
本
で
は
依
然
と
し
て
ソ
連
の
情
報
を
得

る
手
段
は
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
乏
し
い
情

報
も
、
ほ
と
ん
ど
は
ソ
連
政
府
の
公
式
見
解

を
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
。
ソ
連
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
は
国
営
で
あ
り
、
ソ
連
共
産
党
機
関

紙
で
あ
っ
た
『
プ
ラ
ウ
ダ
』（
右
）
と
ソ
連

政
府
機
関
紙
で
あ
っ
た
『
イ
ズ
ベ
ス
チ
ヤ
』

（
左
）
が
代
表
的
な
新
聞
だ
っ
た
。

Ведомости Верховного Совета СССР
1956 年 24 号（通号 866 号）　1956 年 12 月 21 日＜請求記号 
CR5-2-1＞

ソ連の最高国家権力機関で、唯一の立法機関であったソ連最高会議の公
報。掲載部分は、昭和 31（1956）年 12 月 12 日に発効した日ソ共同宣
言の末尾で、鳩山一郎、河野一郎、松本俊一、ブルガーニン、シェピー
ロフの署名が見られる。

Правда　1953 年 3 月 6日　65 号（通号 19633 号）
＜請求記号 Z92-23＞

スターリンの訃報を伝える、昭和 28（1953）年 3 月6 日付の『プ
ラウダ』1 面。紙面全体に黒い縁取りがされているのが異例で
ある。
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日本で受信した
ラジオ

　

ソ
連
の
海
外
向
け
ラ
ジ
オ
放
送
の
「
モ
ス

ク
ワ
放
送
」
も
、
ソ
連
の
政
治
的
立
場
や
公

式
発
表
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
た
。
昭
和
21
（
１
９
４
６
）年
に
外
務
省
か

ら
財
団
法
人
と
し
て
分
離
独
立
し
た
ラ
ヂ
オ

プ
レ
ス
は
、「
モ
ス
ク
ワ
放
送
」
な
ど
、
情

報
が
乏
し
い
ソ
連
や
中
国
、
北
朝
鮮
の
ラ
ジ

オ
、
テ
レ
ビ
、
通
信
社
電
を
受
信
し
、
重
要

な
ニ
ュ
ー
ス
や
情
報
を
翻
訳
し
た
う
え
で
配

信
し
て
お
り
、現
在
も
オ
シ
ン
ト
機
関（
オ
ー

プ
ン
・
ソ
ー
ス
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
機
関
、

公
開
情
報
を
も
と
に
し
た
情
報
収
集
を
行
う

機
関
）
と
し
て
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

Известия 　昭和 36（1961）年 4 月 12 日　88 号（通号
13634 号）
Москва : Газета Известия ＜請求記号 Z92-22＞

ガガーリンによる人類初の有人宇宙飛行を伝える、昭和 36
（1961）年 4 月 12 日付の『イズベスチヤ』1 面である。紙面
上部に赤字で、СОВЕТСКИЙ ЧЕЛОВЕК В КОСМОСЕ! （宇宙にソ
ビエト人）と大書されているほか、題字も右側に詰めているなど、
通常のレイアウトとは異なっている。なお、2 面には、「地球は
青かった」という有名なセリフの原型と思われる Небо очень и 
очень темное, а Земля голубоватая. （空は非常に、非常に暗く、
地球は青みがかっている）との一文が掲載されている。

「モスクワ　日ソ関係に新しい一頁が開かれた / アレクセーエフ/ K1～
K4」『RP 資料解説版 』（488）東京　ラヂオプレス（RP）通信社 
＜請求記号 Z051.4-R4 ＞

日ソ共同宣言を受けての「モスクワ放送」の論評を紹介する記事。謄写版（ガ
リ版）印刷によるものであろう。
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対外宣伝出版物

　

ソ
連
で
は
対
外
宣
伝
の
た
め
の
出
版
物
が

数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
代
表
的
な

存
在
が
、
外
国
語
文
献
（
日
本
語
を
含
む
）

の
刊
行
を
専
門
と
す
る
プ
ロ
グ
レ
ス
出
版
所

の
書
籍
や
、
ソ
連
大
使
館
が
編
集
す
る
雑
誌

で
あ
る
。

　

特
に
雑
誌
は
、
写
真
を
多
用
し
て
グ
ラ

フ
ィ
カ
ル
に
、ソ
連
の
産
業
や
文
化
の
発
展
、

科
学
技
術
や
ソ
連
の
日
常
生
活
な
ど
を
、
親

し
み
や
す
く
紹
介
し
た
。
科
学
技
術
の
中
で

も
特
に
宇
宙
開
発
は
、
世
界
初
の
人
工
衛
星

ス
プ
ー
ト
ニ
ク
１
号
や
人
類
初
の
宇
宙
飛
行

に
成
功
し
た
ガ
ガ
ー
リ
ン
、
女
性
初
の
宇
宙

飛
行
士
テ
レ
シ
コ
ワ
な
ど
、
日
本
で
も
関
心

が
高
い
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

『ソビエト同盟』 　ナウカ株式会社［編］　東京　ナウカ
＜請求記号 Z8-352＞

93 号（1957 年 12 月）の標題紙。この号のカラー表紙は革命
40 周年をたたえる絵。
1955 年創刊、1958 年に『ソビエトグラフ』に改題、1990 年
12 月終刊。各国語で刊行された。ロシア書籍の輸入・販売を
取り扱うナウカ株式会社が発行していた。
日本語版編集長だった川越史郎は、学徒出陣で満州に出征し、
シベリア抑留の後にソ連に帰化した。 川越史郎の子息セルゲ
イ・カワゴエは、ソ連の人気ロックバンド「マシーナ・ヴレーメニ」

（Машина времени）のメンバーとして知られた。 

『モスクワ』　サウシキン 著　モスクワ　プログレス出版所　1966
＜請求記号 293.8-cS25m＞

観光案内というよりは、商工業や学術文化の発展ぶりをアピールするもの。
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『今日のソ連邦』　在日ソ連大使館広報部 編　東京　新時代社 ＜請求記号 Z8-215＞

1958 年創刊、1991 年 1 月終刊。ソ連大使館が編集。月2 回刊。日ソ友好に関する記事も多い。
掲載箇所は、2 号（1958 年 5 月）に掲載された、第 1 回のチャイコフスキー国際コンクールを
紹介した記事。アメリカ人のヴァン・クライバーンが優勝したが、扱いが小さい。これは、クラ
イバーンが、アメリカの雑誌 TIME の同年 5 月19 日号で、"THE TEXAN WHO CONQUERED 
RUSSIA"（ロシアを征服したテキサス州民）として表紙を飾ったのとは対照的である。

1961 年 4 月　臨時増刊「宇宙への道はひらかれた」
ガガーリンの宇宙飛行を特集した号。
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地図

　

ソ
連
の
約
２
２
４
０
万

km2

に
及
ぶ
面
積

は
、
地
球
の
全
陸
地
面
積
の
６
分
の
１
弱
を

占
め
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
約
２
．４
倍
、

日
本
の
約
60
倍
に
相
当
し
た
。

　

こ
の
広
大
な
国
土
を
実
感
す
る
の
が
、
旧

ソ
連
軍
参
謀
本
部
が
作
製
し
た
20
万
分
の
１

地
形
図
で
あ
る
。
20
万
分
の
１
と
い
う
縮
尺

で
は
、
地
図
上
の
１
cm
は
実
際
の
２
km
に
相

当
す
る
が
、
こ
れ
で
も
ソ
連
全
土
を
カ
バ
ー

す
る
に
は
約
４
０
０
０
面
を
要
す
る
。
ち
な

み
に
、
国
土
地
理
院
が
作
製
す
る
同
縮
尺
の

地
図
は
、
日
本
全
国
を
１
３
０
面
で
カ
バ
ー

し
て
い
る
。

М. Свердлова (Северная Земля) [cartographic material] ([Map of the 
USSR] ; T-47-7,8,9)
＜請求記号 YG1-R5-20.0-T-47-3＞ 

タイミル半島北方の北極海に浮かぶセヴェルナヤ・ゼムリャ諸島の 20 万分の
1 地形図であり、十月革命島 [Остров Октябрьской Революции] の南部にある
スヴェルドロフ岬 [Мыса Свердлова] 周辺を描いている。この島の周囲には、
共産主義青年同盟員を意味するコムソモレツ [Остров Комсомолец] 島や少年
団に由来するピオネール [Остров Пионер] 島、ロシア社会民主労働党のうち
レーニンが率いた左翼多数派に由来するボリシェヴィキ [Остров Большевик]
島など、ソ連らしい地名が並んでいる。

【参考文献】
◆株式会社新世界レコード社ウェブサイト（Internet Archive, 2007 年 6 月23 日）
https://web.archive.org/web/20070623181829/http://www.shinsekai-trading.com/
◆「連載 証言 日本レコード史・戦後篇 (19) いち早く動いた日本マーキュリーと長く存続した新
世界レコード」『レコード芸術』43(12)(531)＜請求記号 Z11-321＞ 
◆「森田稔先生蒐集グルジア民俗音楽聴覚資料について」『プロジェクト研究』(9) 2013 年度
＜請求記号 Z71-R126＞ 
◆岩澤聡「グラスノスチがもたらしたもの」（CA762）『カレントアウェアネス』 No.145 
1991.09.20
http://current.ndl.go.jp/ca762
◆ UNESCO ウェブサイト > Baltic song and dance celebrations
https://ich.unesco.org/en/RL/baltic-song-and-dance-celebrations-00087
◆井上頼豊「ショスタコーヴイッチ作曲　オラトリオ ｢ 森の歌 ｣」『音楽芸術』12(1)＜請求記号 
Z11-208 ＞
◆朝尾直弘 編著『大阪労音十年史　勤労者芸術運動の一つの歩み』大阪勤労者音楽協議会　
1962＜請求記号 760.6-A918o＞
◆「イーゴリ・モイセーエフさん死去」『朝日新聞』 2007 年 11 月03 日
◆「レニングラード　バレー 七月十五日大衆公演」『日本とソビエト』1960 年 6 月 15 日号 
NO.90（通算 307 号）＜請求記号 Z85-136＞
◆「ソ連国立アカデミー　レニングラード劇場バレー団東京公演（社告）」『読売新聞』昭和
35 年 4 月14 日
◆大島幹雄 著『虚業成れり　「呼び屋」神彰の生涯』岩波書店　2004.1＜請求記号 
GK166-H4＞

◆「パステルナーク氏へ ノーベル文学賞、劇的な授賞」『朝日新聞』昭和 33 年 10 月24 日
◆書評委員会 D「取まく政治的雑音の中に 小説 "ドクトル・ジバゴ " の諸問題」『出版ニュース』 
([446])1959 年 4 月下旬号＜請求記号 Z21-164＞
◆マイナビ 2020 ウェブサイト > 一般財団法人 ラヂオプレス
https://job.mynavi.jp/20/pc/search/corp75718/outline.html
◆雑誌 TIME ウェブサイト > Magazine Cover: Van Cliburn - May 19, 1958
http://content.time.com/time/covers/0,16641,19580519,00.html
◆「ソ連から今浦島太郎 帰化の日本兵、25 年ぶり」『朝日新聞』1970 年 5 月1 日
◆ロシア連邦政府発行紙「ロシースカヤ・ガゼータ」ウェブサイト > В пятницу группа 
"Машина времени" проведет в московском клубе благотворительный концерт в пользу 
Японии
https://rg.ru/2011/03/17/mashina-vremeni-site-anons.html
◆「ナウカ　老舗のロシア書籍輸入販売会社が破産」『毎日新聞』2006 年 7 月20 日
◆国土地理院ウェブサイト > 20 万分の１地勢図 
https://www.gsi.go.jp/KIDS/map-index/map-200.htm
◆ 「歴史的な体制崩壊と不変の底流　1991 年 ソ連のアジア政策」『アジア動向年報』1992 年
版＜請求記号 Z41-118＞
◆独立国家共同体（CIS）執行委員会ウェブサイト > ЗАЯВЛЕНИЕ глав государств Республики 
Беларусь, РСФСР, Украины
http://cis.minsk.by/reestr/ru/index.html#reestr/view/text?doc=3447
◆草間時彦「俳句の鑑賞 48 中村草田男の句」『國文學　解釈と教材の研究』29(16)(431)＜
請求記号 Z13-334＞

＊NDLオンラインにはロシア語タイトルがローマ字入力されている資料があります。
本記事ではロシア語表記で掲載しました。検索の際は請求記号をご利用ください。

https://web.archive.org/web/20070623181829/http://www.shinsekai-trading.com/
http://current.ndl.go.jp/ca762
https://ich.unesco.org/en/RL/baltic-song-and-dance-celebrations-00087
https://job.mynavi.jp/20/pc/search/corp75718/outline.html
http://content.time.com/time/covers/0,16641,19580519,00.html
https://rg.ru/2011/03/17/mashina-vremeni-site-anons.html
https://www.gsi.go.jp/KIDS/map-index/map-200.htm
http://cis.minsk.by/reestr/ru/index.html#reestr/view/text?doc=3447
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中
村
草
田
男
が
「
降
る
雪
や
明
治
は
遠

く
な
り
に
け
り
」
と
詠
ん
だ
の
は
昭
和
６

（
１
９
３
１
）年
の
こ
と
で
あ
り
、
明
治
最
後

の
年
で
あ
る
明
治
45
（
１
９
１
２
）年
か
ら
は

20
年
も
経
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
明
治

が
終
焉
し
た
と
き
に
、
明
治
34
（
１
９
０
１
）

年
生
ま
れ
の
草
田
男
は
11
歳
の
少
年
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

　

昭
和
を
代
表
す
る
俳
人
に
筆
者
を
な
ぞ

ら
え
る
気
は
毛
頭
な
い
が
、
時
代
の
遠
近

法
と
し
て
は
、
草
田
男
に
と
っ
て
の
明
治

の
終
焉
と
筆
者
に
と
っ
て
の
ソ
連
崩
壊
と

は
、
同
じ
く
ら
い
の
距
離
感
と
も
い
え
る

だ
ろ
う
。
ま
さ
に
、
ソ
連
は
遠
く
な
り
に

け
り
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
筆
者
の
個
人
的
な
視
座
と
感

慨
に
基
づ
い
た
ソ
連
関
係
資
料
あ
れ
こ
れ

で
あ
る
が
、
ご
笑
覧
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

Bialowieza [cartographic material] Ed. 1-AMS (AMS ; 
M751 Poland, sheet 3623 2)
＜請求記号 YG1-P7-5.0-395＞

AMS（旧米国陸軍地図局）が作成した 5 万分 1 地形図である。
拡大箇所がベロヴェーシの森。5 万分 1という中縮尺の地図に
辛うじて登場する程度の、ほとんど名を知られていない場所で、
巨大なソ連が事実上の終焉を迎えたのは歴史の皮肉であろう。

　

平
成
３
（
１
９
９
１
）年
12
月
８
日
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
国
境
に
ま
た
が
る

ベ
ロ
ヴ
ェ
ー
シ
の
森
の
一
角
の
ヴ
ィ
ス
ク
リ

で
、
ロ
シ
ア
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
ク
ラ
フ
チ
ュ
ク
大
統
領
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
の
シ
ュ
シ
ケ
ビ
ッ
チ
最
高
会
議
議
長

が
会
談
し
、
ソ
連
の
消
滅
と
独
立
国
家
共

同
体
（Com

m
onw

ealth of Independent 

States, 

略
称
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）
の
創
設
を
宣
言
し

た
。
同
21
日
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ア
ル
マ
・

ア
タ
（
現
・
ア
ル
マ
ト
イ
）
で
、
バ
ル
ト
三

国
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
除
く
11
共
和
国
が
Ｃ
Ｉ

Ｓ
創
設
の
議
定
書
に
調
印
し
、
こ
れ
に
よ
り

ソ
連
は
崩
壊
し
た
。



「
デ
ィ
ジ
タ
ル
貴
重
書
展
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
公
開

し
ま
し
た

　
「
デ
ィ
ジ
タ
ル
貴
重
書
展
」
は
、
電
子
展
示
会
の
第
１
号
と
し

て
平
成
10
年
に
公
開
し
た
も
の
で
、
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵

す
る
選
り
す
ぐ
り
の
貴
重
書
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
和
漢
書
の

部
」
で
は
「
書
物
の
歴
史
を
辿
っ
て
」「
名
家
の
筆
跡
」「
大
日

本
沿
海
輿
地
全
図
」、「
洋
書
の
部
」
で
は
「
書
物
の
意
匠
」「
西

洋
人
の
日
本
発
見
」「
科
学
革
命
の
浸
透
」
と
い
う
3
つ
の
章
で

資
料
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
リ
ン
ク
を
加
え
た
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
か
ら
の
閲
覧
に
も
対
応
し
、
資
料
と
解
題
が
見
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
の
貴
重
書
を
、
ぜ
ひ
お
手
元
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
第
30
回
保
存
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
収
蔵
資
料
の
防
災
―
日

頃
の
備
え
・
災
害
対
応
・
連
携
協
力
」

　

保
存
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
図
書
館
に
お
け
る
資
料
保
存
対
策
や

技
術
に
つ
い
て
、
実
務
者
が
情
報
交
換
、
意
見
交
換
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

日
本
で
は
近
年
、
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
各
地
の
図
書
館
や

文
書
館
等
で
も
そ
の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
収
蔵
資
料
の
救

済
に
関
し
て
、
日
常
か
ら
の
備
え
や
発
災
後
の
初
期
対
応
、
地

域
内
外
・
他
機
関
と
の
連
携
の
枠
組
み
や
事
例
を
知
る
こ
と
に

よ
り
、
防
災
・
減
災
の
意
識
を
高
め
、
各
機
関
に
お
い
て
取
り

得
る
対
応
を
考
え
ま
す
。

○
日
時　

12
月
19
日
（
木
）
14
時
～
17
時
（
受
付　

13
時
30
分
～
）

○
会
場　

東
京
本
館　

新
館
３
階
大
会
議
室

○
内
容

　

報
告
１
：
新
井
浩
文
氏
（
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
）

　

報
告
２
：
網
浜
聖
子
氏
（
鳥
取
県
立
図
書
館
長
）

　

報
告
３
：
加
藤
明
恵
氏
（
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
）

　

報
告
４
：
岡
田
健
氏
（
国
立
文
化
財
機
構
文
化
財
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
　

ク
推
進
室
長
）

　

報
告
５
：
佐
藤
従
子
（
国
立
国
会
図
書
館
収
集
書
誌
部
司
書
監
・

　
　

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
長
）

　

質
疑
応
答

○
定
員　

80
名
（
先
着
順
）

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
参
加
申
込

み
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム>

イ
ベ
ン
ト
・
展
示
会
情
報>

第
30
回
保
存
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　

　

h
ttp

s://w
w

w
.n

d
l.g

o
.jp

/jp
/e

v
e

n
t/e

v
e

n
ts/

preservationforum
30.htm

l

○
申
込
締
切　

12
月
６
日
（
金
）
17
時
（
定
員
に
達
し
た
時
点
で
受

付
を
終
了
し
ま
す
。）

○
問
合
せ
先　

収
集
書
誌
部 

資
料
保
存
課

　

電
話　

０
３
（
３
５
０
６
）
５
２
１
９
（
直
通
）

　

電
子
メ
ー
ル　

hozonka@
ndl.go.jp

N D L  T o p i c s

ディジタル貴重書展
https://www.ndl.go.jp/exhibit/50/

（右）スマートフォン版（左）PC版

昨年度の保存フォーラム
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国
際
子
ど
も
図
書
館
調
査
研
究
シ
リ
ー
ズ
Ｎ
ｏ
．
４

『
読
書
・
学
習
支
援
コ
ン
テ
ン
ツ
構
築
及
び
利
活
用

に
関
す
る
調
査
研
究
』
を
刊
行
し
ま
し
た

　　

平
成
30
年
度
に
実
施
し
た
調
査
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
、
令

和
元
年
７
月
に
、
標
記
資
料
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
研
究
で
は
、
読
書
・
学
習
支
援
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ

い
て
、
国
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
機
関
を
対
象
と
し
た
事
例
調

査
及
び
コ
ン
テ
ン
ツ
利
用
機
関
を
対
象
と
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
を

実
施
し
、
さ
ら
に
欧
米
の
学
習
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
め
ぐ

る
現
況
に
つ
い
て
も
文
献
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
全
国
の
都
道
府
県
立
図
書
館
や
関
係
機

関
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
全
文
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
国
際
子
ど
も

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
是
非
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

企
画
協
力
課 

協
力
係　

　

電
子
メ
ー
ル　

kyoryoku-ilcl@
ndl.go.jp

第
32
回
納
本
制
度
審
議
会
お
よ
び
第
16
回
納
本
制
度

審
議
会
代
償
金
部
会

　

８
月
５
日
、
第
32
回
納
本
制
度
審
議
会
お
よ
び
第
16
回
納
本

制
度
審
議
会
代
償
金
部
会
が
、
審
議
会
委
員
13
名
、
専
門
委
員

２
名
が
出
席
し
て
東
京
本
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
令
和
元
年
７
月
１
日
付
け
で
、
委
員
の
委
嘱

お
よ
び
代
償
金
部
会
に
所
属
す
る
委
員
の
指
名
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
斎
藤
誠
委
員
が
互
選
に
よ
り
会
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
斎
藤
会
長
は
、
福
井
健
策
委
員
を
会
長
代
理
に
指

名
し
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
補
償
に
関
す
る
小

委
員
会
を
設
置
し
、
所
属
委
員
と
し
て
7
名
の
委
員
と
2
名
の

専
門
委
員
を
指
名
、
福
井
健
策
委
員
を
小
委
員
長
に
指
名
し
ま

し
た
。
事
務
局
か
ら
、
出
版
物
納
入
状
況
、
電
子
書
籍
・
電
子

雑
誌
収
集
実
証
実
験
事
業
の
現
状
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、

質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
議
会
終
了
後
、
代
償
金
部
会
が
開
催
さ
れ
、
奥
邨
弘
司
委

員
が
互
選
に
よ
り
部
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
奥
邨
部
会
長

は
、
江
上
節
子
委
員
を
部
会
長
代
理
に
指
名
し
ま
し
た
。

納
本
制
度
審
議
会
委
員
・
専
門
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
令
和
元
年
８
月
５
日
現
在
）

会
長斎

藤　

誠　
　
　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

会
長
代
理

福
井　

健
策　
　

弁
護
士

委
員植

村　

八
潮　
　

専
修
大
学
文
学
部
教
授

江
上　

節
子　
　

武
蔵
大
学
社
会
学
部
教
授

江
草　

貞
治　
　

株
式
会
社
有
斐
閣
代
表
取
締
役
社
長

遠
藤　

薫　
　
　

学
習
院
大
学
法
学
部
教
授

相
賀　

昌
宏　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
理
事
長

奥
邨　

弘
司　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

近
藤　

敏
貴　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
出
版
取
次
協
会
会
長

鹿
谷　

史
明　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
雑
誌
協
会
理
事
長

重
村　

博
文　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
会
長

柴
野　

京
子　
　

上
智
大
学
文
学
部
新
聞
学
科
准
教
授

永
江　

朗　
　
　

公
益
社
団
法
人
日
本
文
藝
家
協
会
電
子
書
籍
出
版

　
　
　
　
　
　
　

検
討
委
員
会
委
員
長

根
本　

彰　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授

山
口　

寿
一　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
会
長

専
門
委
員

佐
々
木　

隆
一　

一
般
社
団
法
人
電
子
出
版
制
作
・
流
通
協
議
会
監
事

樋
口　

清
一　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
事
務
局
長

○
代
償
金
部
会
所
属
委
員

奥
邨
弘
司
（
部
会
長
）、
江
上
節
子
（
部
会
長
代
理
）、
相
賀
昌
宏
、

鹿
谷
史
明
、
重
村
博
文
、
根
本
彰
、
福
井
健
策

○
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
補
償
に
関
す
る
小
委
員
会
所
属
委
員
・
専
門
委
員

福
井
健
策
（
小
委
員
長
）、
植
村
八
潮
、
遠
藤
薫
、
奥
邨
弘
司
、

柴
野
京
子
、
永
江
朗
、
根
本
彰
、
佐
々
木
隆
一
、
樋
口
清
一

https://www.kodomo.go.jp/
about/publications/series/
index.html

審議会に関する情報は、以下に掲載しています。 
https://www.ndl.go.jp/jp/collect/deposit/council/
index.html
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新
刊
案
内

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
８
１
号　

　

イ 

ギ
リ
ス
の
２
０
１
８
年
自
動
運
転
車
及
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